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■きりりと真剣、かわいさ100倍！

　７月 30日・31日に岩木地区の賀
田商店街周辺で行われた「岩木夏ま

つり」。パレードで子どもたちが一生

懸命練習したよさこいを披露すると、

観客のおばあちゃんも思わず「な～

んぼ、めごいばな～」
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いざというときに
備えて準備を

避難するときに
まず持ち出すもの１次持出品

乾パン、缶詰、非常食、ミネラ
ルウオーターなど

貴重品

現金、預金通帳、権利証、免許
証、健康保険証、印鑑など

救急医薬品

包帯、消毒薬、整腸薬、ばんそう
こう、病人・高齢者の常備薬など

日用品

懐中電灯、携帯ラジオ、予備電
池、衣類、ライター、缶切り、
タオル、毛布、おむつなど

中電灯 携帯ララジ

権利証、免許金通帳、権
印鑑など保険証

貴

非 常 持 出 品

数日間生活できるよ
う準備しておくもの２次持出品

飲料水

１人１日３㍑を目安に。運搬用
ポリタンク（袋）の用意を

食料品

米などの主食、缶詰やレトルト
のおかず、調味料、菓子類など

燃料等

卓上カセットコンロ、予備ボン
ベ、固形燃料など

その他

寝具（毛布・寝袋など）、洗面
用具、調理用具など

防

被
害
を
最
小
限
に　

食
い
止
め
る
た
め
に

　

近
年
全
国
各
地
で
は
、
新
潟
県

中
越
沖
地
震
や
岩
手
・
宮
城
内
陸

地
震
に
代
表
さ
れ
る
大
規
模
な
災

害
が
続
い
て
お
り
、
多
く
の
人
的

被
害
や
住
家
被
害
な
ど
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

県
内
に
お
い
て
も
、
災
害
に
よ

る
被
害
は
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し

て
お
り
、
７
月
24
日
未
明
に
発
生

し
た
岩
手
県
沿
岸
北
部
を
震
源
と

す
る
地
震
（
八
戸
市
な
ど
で
震
度

６
弱
を
観
測
）
で
は
、
県
内
だ
け

で
も
重
傷
者
５
人
、軽
傷
者
89
人
、

住
家
の
一
部
損
壊
73
棟
な
ど
の
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
（
７
月
28
日

午
後
１
時
現
在
、
青
森
県
防
災
消

防
課
資
料
）。

　

こ
れ
ら
の
よ
う
な
災
害
に
備

え
、
市
で
は
、
防
災
計
画
の
策
定

や
近
隣
市
町
村
と
の
協
力
体
制
の

整
備
な
ど
、
各
種
防
災
対
策
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
い
ざ
災
害
が
発
生
し

た
と
き
に
身
を
守
る
た
め
に
は
、

身
近
に
い
る
家
族
や
地
域
の
人
た

ち
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た

め
に
は
、
私
た
ち
市
民
一
人
一
人

の
防
災
に
対
す
る
知
識
と
日
ご
ろ

か
ら
の
対
策
が
必
要
で
す
。

　
「
災
害
へ
の
備
え
」
は
今
す
ぐ

に
で
も
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
、

そ
し
て
い
つ
起
こ
っ
て
も
お
か
し

く
な
い
災
害
に
備
え
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
る
こ
と

な
く
、
適
切
な
行
動
が
と
れ
る
よ

う
に
事
前
に
準
備
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

帯
ラ
ジ
オ
を
準
備
す
る

②
気
象
情
報
を
注
意
深
く
聞
く

③
断
水
に
備
え
て
飲
料
水
を
確
保

し
て
お
く

④
高
齢
者
や
病
人
、
小
さ
な
子
ど

も
を
安
全
な
場
所
へ
移
動
さ
せ
る

●
避
難
す
る
と
き

①
火
の
始
末
、
戸
締
ま
り
を
確
実

に
す
る

②
家
族
全
員
で
避
難
す
る
（
外
出

中
の
家
族
に
は
メ
モ
を
残
す
）

③
隣
近
所
と
協
力
し
、
避
難
す
る

●
避
難
の
一
般
的
目
安

　

次
の
よ
う
な
現
象
が
起
き
た
と

き
は
、早
め
の
避
難
が
必
要
で
す
。

■
河
川
や
そ
の
周
辺

〇
川
の
水
か
さ
が
急
に
増
し
た

り
、
流
れ
が
急
に
速
く
な
る

〇
川
が
ゴ
ー
ゴ
ー
と
音
を
立
て
て

流
れ
た
り
、
川
の
中
か
ら
ゴ
ロ
ゴ

ロ
と
雷
の
よ
う
な
音
が
す
る

〇
道
路
の
側
溝
な
ど
か
ら
大
量
の

水
が
あ
ふ
れ
る

〇
が
け
地
沿
い
の
川
の
流
れ
が
ひ

「
風
水
害
」

突
然
襲
い
か
か
る
大
き
な
揺
れ

「
そ
の
時
」
に
備
え
て　
　
　
　

　

何
の
前
触
れ
も
な
く
起
こ
る
地

震
。
予
測
が
困
難
な
だ
け
に
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
冷
静
に
行
動
で

き
る
知
識
、
そ
し
て
何
よ
り
も
日

ご
ろ
か
ら
の
備
え
が
重
要
で
す
。

【
事
前
の
備
え
】

　

家
庭
に
お
け
る
地
震
対
策
が
万

全
か
ど
う
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

□
建
物
が
建
っ
て
い
る
地
盤
の
状

態
を
知
っ
て
い
る

□
建
物
の
状
態
を
知
っ
て
い
る

□
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
石
塀
の
状
態
を

知
っ
て
い
る

□
火
を
出
さ
な
い
環
境
づ
く
り
を

し
て
い
る

□
可
燃
物
や
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
安
全

を
確
保
し
て
い
る

□
家
具
な
ど
の
転
倒
防
止
策
を
し

て
い
る

□
非
常
・
消
火
用
品
の
用
意
を
し

て
い
る

□
家
庭
の
防
災
会
議
を
開
い
て
い

る□
地
域
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し

て
い
る

□
防
災
知
識
の
習
得
に
努
め
て
い

る【も
し
も
地
震
が
起
こ
っ
た
ら
】

●
地
震
発
生
（
最
初
の
揺
れ
は
１

分
程
度
）

①
身
を
守
る
…
（
屋
内
で
は
）
机

や
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
下
に
も
ぐ

る
。
家
具
や
冷
蔵
庫
な
ど
か
ら
離

れ
る
／
（
屋
外
で
は
）
塀
や
軒
下
、

ビ
ル
の
そ
ば
か
ら
離
れ
る

②
す
ば
や
く
火
の
始
末
…
「
火
を

消
せ
！
」
と
大
声
を
出
す
。
ガ
ス

の
元
栓
を
締
め
、
電
気
プ
ラ
グ
を

抜
く
（
無
理
は
し
な
い
）

③
脱
出
口
の
確
保
…
ド
ア
、
窓
を

開
け
て
出
入
り
口
を
確
保
す
る

④
が
け
地
や
傾
斜
地
で
は
安
全
な

場
所
へ
避
難
す
る

●
１
〜
２
分
後
（
揺
れ
が
収
ま
っ

た
ら
）

①
出
火
を
確
認
、
火
が
出
た
ら
ま

ず
消
火
…
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
ス
ト
ー

ブ
、
タ
バ
コ
の
火
な
ど

②
家
族
の
安
全
を
確
認
…
倒
れ
た

家
具
の
下
敷
き
に
な
っ
て
い
な
い

か
を
確
認

③
必
ず
靴
を
履
く

④
外
に
出
る
と
き
は
慌
て
ず
に
…

狭
い
路
地
、が
け
、川
、
ブ
ロ
ッ
ク

塀
、
自
動
販
売
機
な
ど
に
は
近
づ

か
な
い
。
切
れ
た
り
ぶ
ら
下
が
っ

た
り
し
て
い
る
電
線
に
も
注
意

●
３
分（
み
ん
な
の
無
事
を
確
認
。

火
災
の
発
生
を
防
ぐ
）

①
行
方
不
明
や
け
が
人
は
い
な
い

か
確
認

②
漏
電
・
ガ
ス
漏
れ
に
注
意

③
火
災
が
発
生
し
た
と
き
に
は
大

声
で
知
ら
せ
る
（
特
に
高
齢
者
や

聴
覚
障
害
者
に
は
十
分
に
伝
達
す

る
）

④
電
話
は
、
消
防
車
や
救
急
車
を

呼
ぶ
と
き
な
ど
、
緊
急
連
絡
を
優

先
す
る

●
５
分
（
ラ
ジ
オ
な
ど
で
正
し
い

情
報
を
つ
か
む
）

①
避
難
す
る
と
き
は
徒
歩
、
持
ち

物
は
最
小
限
（
車
は
使
わ
な
い
）

②
避
難
す
る
と
き
は
、
外
出
中
の

家
族
に
メ
モ
を
残
す

③
正
し
い
情
報
を
聞
く
（
デ
マ
に

惑
わ
さ
れ
な
い
）

④
隣
近
所
で
助
け
合
う
↓
高
齢

「
地
震
」

者
、障
害
者
、子
ど
も
の
安
全
確
保

●
10
分
↓
数
時
間
↓
３
日

①
水
、
食
料
は
蓄
え
て
い
る
も
の

で
賄
う
…
３
日
間
の
食
料
と
生
活

必
需
品
の
備
蓄
を
し
て
お
く  

②
災
害
情
報
・
被
害
情
報
の
収
集

③
余
震
に
注
意

④
協
力
し
て
消
火
活
動
、
救
出
・

救
護
活
動
を

食料品 　

尊
い
生
命
や
財
産
を
、
一
瞬
の
う
ち
に

奪
い
去
っ
て
し
ま
う
自
然
災
害
。

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
も
、
九
州
地
方
な

ど
で
発
生
し
た
梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
る
土

砂
災
害
や
、
最
大
震
度
６
強
の
揺
れ
が
土

砂
災
害
や
地
滑
り
を
引
き
起
こ
し
た
岩

手
・
宮
城
内
陸
地
震
、
そ
し
て
八
戸
市
な

ど
の
県
南
地
方
を
襲
っ
た
地
震
な
ど
、
全

国
各
地
で
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
こ
れ
ら
の

災
害
。
起
き
て
か
ら
備
え
る
の
で
は
遅
す

ぎ
ま
す
。
今
号
で
は
、
私
た
ち
一
人
一
人

が
「
自
分
の
身
を
自
分
で
守
る
」
た
め
、

日
ご
ろ
か
ら
気
を
つ
け
る
こ
と
・
心
掛
け

る
こ
と
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
企
画
担
当

（
☎
内
線
２
６
７
）

は
、
新
潟
県

宮
城
内
陸

大
規
模
な
災

害
が
続
い
て
お
り
、
多
く
の
人
的

被
害
や
住
家
被
害
な
ど
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

県
内
に
お
い
て
も
、
災
害
に
よ

る
被
害
は
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し

て
お
り
、
７
月
24
日
未
明
に
発
生

し
た
岩
手
県
沿
岸
北
部
を
震
源
と

す
る
地
震
（
八
戸
市
な
ど
で
震
度

６
弱
を
観
測
）
で
は
、
県
内
だ
け

心
●
気
象
情
報
の
収
集

①
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、
電
話
（
１

７
７
）
な
ど
で
気
象
情
報
を
正
確

に
つ
か
む

②
台
風
な
ど
に
よ
る
被
害
が
予
想

さ
れ
る
と
き
や
災
害
が
発
生
し
た

と
き
は
、
市
や
消
防
署
な
ど
が
避

難
や
災
害
の
状
況
な
ど
に
関
す
る

広
報
を
行
い
ま
す
。
広
報
車
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
（
ア
ッ
プ
ル

ウ
ェ
ー
ブ
…
78
・
８
Ｍ
Ｈ
ｚ
）、

広
報
無
線
、
有
線
放
送
（
農
協
）

な
ど
か
ら
の
情
報
に
も
注
意
を

●
事
前
に
屋
外
の
点
検
を

①
窓
や
雨
戸
、
ア
ン
テ
ナ
支
線
、

窓
ガ
ラ
ス
な
ど
を
必
要
に
応
じ
て

補
強
す
る

②
ベ
ラ
ン
ダ
の
物
干
し
ざ
お
や
植

木
、
小
物
な
ど
、
飛
ば
さ
れ
や
す

い
も
の
を
取
り
込
む

③
床
上
浸
水
の
恐
れ
が
あ
る
場
合

は
、
家
財
道
具
を
移
動
す
る

●
屋
内
で
は

①
停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灯
や
携

こ
れ
か
ら
の
季
節

細
心
の
注
意
を　

　

予
想
が
困
難
な
地
震
と
違
い
、

台
風
や
大
雨
は
到
達
時
期
や
規
模

が
あ
る
程
度
予
測
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
局
地
的
豪
雨
の
よ
う

に
予
測
の
難
し
い
も
の
も
あ
る
た

め
、
油
断
せ
ず
、
日
ご
ろ
か
ら
十

分
な
対
策
を
立
て
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

い
つ
も  

そ
ば
に

ど
く
濁
っ
た
り
、
流
れ
の
中
に
流

木
や
大
き
な
石
が
混
じ
る

〇
水
位
観
測
所
の
水
位
が
警
戒
水

位
を
超
え
そ
う
に
な
る

■
が
け
と
そ
の
周
辺

〇
斜
面
か
ら
土
砂
が
バ
ラ
バ
ラ
と

落
ち
始
め
た
り
、
落
石
が
発
生
す

る〇
斜
面
か
ら
水
が
吹
き
出
し
た

り
、
流
れ
出
し
て
い
た
水
が
急
に

止
ま
る

〇
斜
面
に
亀
裂
が
で
き
た
り
、
地

鳴
り
が
聞
こ
え
る

害

災

被
害
を
最
小
限

食
い
止
め
る
た

近
年
全

各
地

近
年
全
国
各
地
で
は

中
越
沖
地
震
や
岩
手
・

地
震
に
代
表
さ
れ
る
大

害
が
続
い
て
お
り
、
多

中地害

の

防災の心
特集

いつもそばに

昭和50年8月の集中豪雨被害
（桜林町）
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【意見・提案】

　戸籍謄抄本等交付請求書の様式についてです

が、省力化のために請求する戸籍の筆頭者の氏名

の欄にもチェック欄を設けたら良いのではない

か？

【回　答】
　担当課に確認しましたところ、この様式は市が

独自で定めている様式であり変更可能ということ

でしたので、請求する戸籍の筆頭者の氏名の欄に

「□ 請求者に同じ」を設けることといたしました。

【
臨
時
看
護
師
・
臨
時
准
看
護
師
】

▽
募
集
人
数　

若
干
名

▽
応
募
資
格　

看
護
師
免
許
、
准
看
護
師

免
許
を
持
っ
て
い
る
人

※
年
齢
・
学
歴
・
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。

▽
勤
務
場
所　

弘
前
市
立
病
院
（
大
町
３

丁
目
）

▽
仕
事
の
内
容　

病
院
内
で
の
看
護
業
務

▽
雇
用
期
間　

平
成
20
年
９
月
30
日
ま
で

（
そ
の
後
、
６
か
月
ご
と
に
雇
用
期
間
更

新
の
予
定
）

▽
勤
務
時
間　

３
交
替
制

①
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
15
分

②
午
後
４
時
半
〜
午
前
１
時
15
分

③
午
前
０
時
半
〜
９
時
15 

分　

※
休
憩
45
分
、
時
間
外
勤
務
あ
り
。

▽
休　

日　

週
休
二
日
制
（
週
40
時
間
勤

務
で
割
り
振
り
）

▽
賃　

金　

看
護
師
＝
日
額
８
５
０
０
円

〜
１
万
円
／
准
看
護
師
＝
日
額
７
３
０
０

円
〜
８
５
０
０
円

※
毎
月
10
日
締
め
切
り
、
21
日
支
給
。

▽
保　

険　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇

用
保
険
に
加
入

▽
選
考
方
法　

面　

接

※
写
真
貼
付
の
履
歴
書
、
看
護
師
等
の
免

許
証
（
写
し
）
の
持
参
を
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先　

弘
前
市
立
病

院
総
務
課
総
務
係
（
担
当
・
澤
田
、
☎

34
・
３
２
１
１
）

〜
臨
時
薬
剤
師
（
１
人
）
を
募
集
中
〜

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
募
集
中
で

す
。
詳
し
く
は
弘
前
市
立
病
院
総
務
課
総

務
係
か
、
直
接
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
弘
前
（
南

富
田
町
、
☎
38
・
８
６
０
９
）
へ
。

シリーズで紹介する「意見・提案」&「回答」 ⑤シリーズで紹介する「意見・提案」&「回答」 ⑤

わたしの
アイデアポスト
わたしの
アイデアポスト

アイデアポスト設置場所
市役所総合案内所

岩木庁舎総合案内

相馬庁舎民生課

市民課駅前分室（駅前町、
ジョッパル１階）

市民課城東分室（末広４丁目、
総合学習センター１階）

東目屋出張所

船沢出張所

高杉出張所

裾野出張所

新和出張所

石川出張所

　市では、市民の皆さんから市政に関するアイ
デアや意見を募集しています。これまでいただ
いたご意見と、それに対する回答を紹介します。

私がお答え
します。

現在使用している用紙が無くなり次第、新しい様式に切り替えてまいります。

　今後とも、市民の皆さんが、より分かりやすく記入しやすい様式に改善してま

いりますので、この様式以外にもお気付きの点がございましたら、ご提案をお寄

せくださるようお願いします。

■アイデアポストについての問い合わせ先　広報広聴課広聴係（〒 036・8551、
上白銀町１の１、市役所２階、窓口 258、☎内線 552、ファクス 35・0080）

▼
 戸籍謄抄本等交付請求書

この部分に「□ 請求者に同じ」を設
けます

市
職
員
募
集

【
初
級
一
般
行
政
・
診
療
情
報
管
理
士
】

▽
資　

格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
初
級
一

般
行
政
は
昭
和
62
年
４
月
２
日
〜
平
成
３

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
、
診
療
情
報

管
理
士
は
当
該
資
格
を
有
す
る
人
、
ま
た

は
平
成
21
年
５
月
ま
で
に
資
格
取
得
見
込

み
の
人
で
、
昭
和
39
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

▽
採
用
予
定　

初
級
一
般
行
政
＝
４
人
／

診
療
情
報
管
理
士
＝
１
人

▽
第
１
次
試
験　

９
月
28
日
（
日
）

▽
試
験
場
所　

県
立
弘
前
工
業
高
等
学
校

（
馬
屋
町
）

▽
試
験
科
目　

適
性
検
査
、
教
養
試
験
、

作
文
試
験

▽
第
１
次
試
験
合
格
発
表
予
定
日　

10
月

28
日
（
火
）

※
第
２
次
試
験
の
詳
細
は
、
第
１
次
試
験

合
格
者
に
直
接
通
知
し
ま
す
。

▽
受
験
手
続
き　

人
事
課
（
市
役
所
３
階
、

窓
口
302
）
で
交
付
す
る
受
験
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
９
月
10
日
（
必
着
）

ま
で
に
同
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
受

付
時
間
は
、
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
８

時
半
〜
午
後
５
時
15
分
で
す
。
郵
送
の
場

合
も
９
月
10
日
ま
で
に
到
着
し
た
も
の
に

限
り
受
け
付
け
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

人
事
課
職
員
係
（
〒

036
・
８
５
５
１
、
上
白
銀
町
１
の
１
、
☎

内
線
２
８
３
）

※
募
集
要
項
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

5 …　広報ひろさき　平成２０年８月１５日号

弘前市総合防災訓練弘前市総合防災訓練弘前市総合防災訓練

　８月 30 日から９月５日までは「防
災週間」です。市では、これに先立ち、

集中豪雨や地震などで災害が発生した

場合に応急対策を迅速、的確に行える

ように、総合防災訓練を行います。

　訓練中は、会場周辺で一般車両の交

通規制が行われるほか、防災ヘリコプ

ターが上空を旋回したり、消防車や救

急車などがサイレンを鳴らして走行し

たりします。騒音などでご迷惑をおか

けしますが、ご理解とご協力をお願い

します。

　また、訓練の見学は自由となってい

ますので、ご近所などお誘い合わせの

強い揺れをいち早くキャッチ

緊急地震速報
　緊急地震速報は、最大震度５弱以上と
推定される地震のときに、「地震の発生時
刻」「震源の推定値」「震央（地震の震源の
真上の地表点）の地名」「震度４以上と推
定される地域名」を、揺れが来る前にラジ
オやテレビなどで知らせる仕組みです。

緊急地震速報を受信したら…

■家庭では
○頭を保護し、大きな家具から離れ、丈
夫な机の下などに隠れる
○慌てて外へ飛び出さない
○その場で火を消せる場合は火を消す
■人がおおぜいいる施設では
○施設の従業員などの指示に従う
○その場で頭を保護し、身構える
○慌てて出口や階段などに走り出さない
■屋外では
○ブロック塀の倒壊や自動販売機の転
倒、ビルからの壁・看板・割れたガラス
の落下に注意する
■乗り物で移動中のときは
○自動車運転中は慌ててブレーキをかけ
ずに、ハザードランプを点灯してゆっく
り停止する
○電車やバスに乗車中は、つり革、手す
りなどにしっかりつかまる
○エレベーター利用中は、最寄りの階で
停止させ、速やかに降りる

家
族
で
防
災
会
議
を

　

防
災
対
策
の
基
本
、
最
小
単
位

は
「
家
族
」
で
す
。
災
害
時
の
役

割
分
担
や
避
難
場
所
、
非
常
持
出

品
の
チ
ェ
ッ
ク
や
連
絡
方
法
な
ど

を
日
ご
ろ
か
ら
家
族
で
話
し
合

い
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
適
切
な

行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

災
害
を
地
域
で
守
る

「
自
主
防
災
組
織
」　

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
市
や
消
防
で
は
全
力
を
挙
げ

て
被
災
者
の
救
出
活
動
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
が
、
道
路
の
寸
断
や

建
物
の
崩
壊
、
断
水
、
停
電
、
火

上、ぜひおいでください。

▼と　き　８月 22日（金）、午前９時
半～正午

▼ところ　弘前市運動公園（主会場、

豊田２丁目）、豊田小学校（避難訓練、

豊田１丁目）、相馬小学校（避難者搬

送訓練、黒滝字二ノ松本）

【避難訓練に参加する住民の皆さんへ】

　小比内１・２丁目、豊田１～３丁目、

外崎５丁目に住んでいる人で、あらか

じめ避難訓練への参加を了解している

人は、避難広報が聞こえたら豊田小学

校グラウンドに避難するようお願いし

ます。

災
な
ど
同
時
多
発
的
に
発
生
す
る

悪
条
件
が
重
な
っ
た
場
合
、
防
災

関
係
機
関
だ
け
の
活
動
で
は
十
分

な
対
応
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
も
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
地
域
の
人

た
ち
が
お
互
い
に
協
力
し
な
が
ら

消
火
活
動
や
救
出
活
動
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
災
害
の
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

実
際
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

救
出
者
が
３
万
人
以
上
い
ま
し
た

が
、
そ
の
約
７
割
が
家
族
や
近
隣

住
民
に
よ
っ
て
救
助
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
地
域
ぐ
る
み
で

防
災
活
動
を
行
う
組
織
を
「
自
主

防
災
組
織
」
と
い
い
ま
す
。

　
「
自
主
防
災
組
織
」
と
は
、
住

民
が
地
域
（
町
会
や
自
治
会
）
ご

と
に
団
結
し
、「
自
分
た
ち
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う

意
識
の
も
と
、
自
発
的
に
防
災
活

動
を
行
う
た
め
に
結
成
さ
れ
た
組

織
で
す
。

　

普
段
の
活
動
と
し
て
は
、
防
災

訓
練
の
実
施
、
集
合
場
所
や
避
難

経
路
の
確
認
、
消
火
用
水
の
確
保

や
消
火
器
の
点
検
な
ど
を
行
い
、

災
害
発
生
時
に
は
出
火
防
止
及
び

初
期
消
火
活
動
、
避
難
情
報
の
伝

達
な
ど
を
組
織
的
に
行
い
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
一
人
一
人

が
バ
ラ
バ
ラ
に
動
い
て
も
効
果
的

な
防
災
活
動
は
で
き
ま
せ
ん
。
災

害
の
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め

に
も
、
地
域
ぐ
る
み
で
防
災
力
を

高
め
ま
し
ょ
う
。

■
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ
先　

企
画
課
企
画
担
当

（
市
役
所
３
階
、
☎
内
線
２
６
７
）

８月 22日（金）、午前９時半～正午

▼問い合わせ先　企画

課企画担当（市役所３

階、☎内線 267）

防災の心
特集

いつもそばに
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ま
ず
は
コ
ー
ス
を
選
択

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
方
法
と

し
て
、
市
で
は
４
つ
の
コ
ー
ス
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
に
関
連
し

た
事
業
に
活
用
し
ま
す
の
で
、
希

望
す
る
コ
ー
ス
を
選
択
し
て
く
だ

さ
い
。　

▽
コ
ー
ス

①
弘
前
り
ん
ご
応
援
コ
ー
ス
…
豊

か
な
産
業
の
振
興
に
活
用

②
さ
く
ら
と
お
城
応
援
コ
ー
ス
…

文
化
都
市
の
発
展
に
活
用

③
す
こ
や
か
な
ま
ち
応
援
コ
ー
ス

…
子
育
て
環
境
や
保
健
・
医
療
の

充
実
に
活
用

④
市
お
ま
か
せ
コ
ー
ス

次
に
納
付
方
法
を
選
択

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
方
法
は
、
次

の
４
つ
か
ら
選
択
で
き
ま
す
。

①
納
付
書
払
い
…
市
が
発
行
す
る

納
付
書
を
持
参
し
、
指
定
す
る
金

融
機
関（
原
則
市
内
）で
直
接
納
付

②
郵
便
振
替
…
市
が
発
行
す
る
所

定
の
振
替
用
紙
で
納
付
（
払
込
手

数
料
は
無
料
）

③
現
金
書
留
…
現
金
書
留
を
市
に

送
付（
郵
送
料
は
寄
附
者
の
負
担
）

④
現
金
振
り
込
み
…
各
金
融
機
関

で
市
の
指
定
口
座
へ
振
り
込
み

（
振
込
手
数
料
は
寄
附
者
の
負
担
）

寄
附
申
出
書
を
提
出

　
「
ぜ
ひ
弘
前
に
ふ
る
さ
と
納
税

を
し
た
い
」
と
い
う
と
き
は
、
所

定
の
寄
附
申
出
書
に
選
択
し
た
コ

ー
ス
・
納
付
方
法
を
記
入
し
、
郵

送
か
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
企

画
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
寄

附
申
出
書
を
確
認
し
た
後
、
選
択

し
た
納
付
方
法
に
応
じ
た
詳
し
い

手
続
き
を
市
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

※
寄
附
申
出
書
の
提
出
が
な
い
人

に
は
納
付
案
内
を
し
ま
せ
ん
。
ま

た
、
市
か
ら
寄
附
の
要
請
な
ど
は

し
ま
せ
ん
の
で
、
詐
欺
行
為
に
は

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
寄
附
金
申
出
書
配
置
場
所　

企

画
課
（
市
役
所
３
階
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
ふ
る
さ

と
納
税
の
ご
案
内
」
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
必

要
な
場
合
に
は
郵
送
し
ま
す
の

で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
連
絡
・
提
出
先　

企
画
課
（
〒

036
・
８
５
５
１
、
上
白
銀
町
１
の

１
、
☎
内
線
５
３
８
、
フ
ァ
ク

ス
35
・
７
９
５
６
、
Ｅ
メ
ー
ル

kikaku@
city.hirosaki.lg.jp 

）

【
寄
附
金
受
領
証
明
書
の
送
付
】

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て
い
た
だ

い
た
人
に
は
寄
附
金
受
領
証
明
書

を
送
付
し
ま
す
。
寄
附
金
受
領
証

明
書
は
、
税
の
寄
附
金
控
除
を
受

け
る
際
に
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

弘
前
の
未
来
を
描
こ
う

　

市
は
現
在
、「
自
然
と
共
に
生

き
る
豊
か
な
産
業
・
文
化
都
市
」

の
実
現
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
し

か
し
、
限
ら
れ
た
財
政
状
況
の
中

で
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

寄
附
と
い
う
形
で
弘
前
の
ま
ち

づ
く
り
を
応
援
し
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
か

ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
る

支
援
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
地
域

振
興
担
当
（
☎
内
線
５
３
８
）

Ｑ 

ど
の
よ
う
に
拡
充
さ
れ
た

の
？

Ａ 

個
人
住
民
税
の
寄
附
金
控

除
は
、
こ
れ
ま
で
10
万
円
を
超

え
る
寄
附
に
適
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
地
方
税
法
等
が
一
部

改
正
さ
れ
、
５
０
０
０
円
を
超

え
る
寄
附
に
適
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
個
人
住
民
税

所
得
割
額
の
お
お
む
ね
1
割
を

上
限
に
、
寄
附
額
の
５
０
０
０

円
を
超
え
る
部
分
が
税
額
控
除

さ
れ
ま
す
（
所
得
税
の
所
得
控

除
と
合
わ
せ
て
控
除
）。

Ｑ 

寄
附
金
控
除
の
対
象
に
な

る
人
は
？

Ａ 

都
道
府
県
・
市
区
町
村
に

５
０
０
０
円
を
超
え
る
寄
附
を

し
た
人
の
う
ち
、
個
人
住
民
税

を
納
め
て
い
る
人
で
す
。

Ｑ 

い
つ
の
寄
附
か
ら
？

Ａ 

平
成
20
年
１
月
１
日
以
後

に
都
道
府
県
・
市
区
町
村
に
行

っ
た
寄
附
か
ら
で
す
。

　

な
お
、
寄
附
金
控
除
に
よ
り

個
人
住
民
税
が
実
際
に
軽
減
さ

れ
る
の
は
、
寄
附
を
し
た
翌
年

度
分
の
個
人
住
民
税
で
す
（
所

得
税
に
つ
い
て
は
、
寄
附
を
し

た
そ
の
年
の
税
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
）。

Ｑ 

寄
附
金
控
除
を
受
け
る
た

め
の
申
告
は
？

Ａ 

１
月
１
日
〜
12
月
31
日
に

行
っ
た
寄
附
に
つ
い
て
控
除
を

受
け
る
と
き
は
、
翌
年
３
月
15

日
ま
で
に
、
自
分
の
住
所
地
の

税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告

（
寄
附
金
受
領
証
明
書
を
添
付
）

を
し
て
く
だ
さ
い
。

  

ま
た
、
個
人
住
民
税
の
寄
附

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
出
身
地
や
応
援
し

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
出
身
地
や
応
援
し

た
い
地
方
公
共
団
体
を
寄
附
に
よ
り
支
援
で
き

た
い
地
方
公
共
団
体
を
寄
附
に
よ
り
支
援
で
き

る
制
度
で
、「
ふ
る
さ
と
に
貢
献
し
た
い
」「
ふ

る
制
度
で
、「
ふ
る
さ
と
に
貢
献
し
た
い
」「
ふ

る
さ
と
を
応
援
し
た
い
」
と
い
う
納
税
者
の
思

る
さ
と
を
応
援
し
た
い
」
と
い
う
納
税
者
の
思

い
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
個
人
住

い
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
個
人
住

民
税
の
寄
附
金
税
制
が
大
幅
に
拡
充
さ
れ
ま
し

民
税
の
寄
附
金
税
制
が
大
幅
に
拡
充
さ
れ
ま
し

た
（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）。

た
（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　

寄
附
先
は
出
身
地
や
過
去
の
居
住
地
な
ど
に

　

寄
附
先
は
出
身
地
や
過
去
の
居
住
地
な
ど
に

は
限
定
さ
れ
ま
せ
ん
。
都
道
府
県
・
市
区
町
村

は
限
定
さ
れ
ま
せ
ん
。
都
道
府
県
・
市
区
町
村

で
あ
れ
ば
、
ど
こ
に
で
も
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

で
あ
れ
ば
、
ど
こ
に
で
も
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

と
し
て
寄
附
で
き
ま
す
の
で
、
市
外
に
住
む
家

と
し
て
寄
附
で
き
ま
す
の
で
、
市
外
に
住
む
家

族
や
親
せ
き
、
友
人
、
知
り
合
い
の
人
な
ど
に
、

族
や
親
せ
き
、
友
人
、
知
り
合
い
の
人
な
ど
に
、

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
ぜ
ひ
紹
介
し
て
、
弘
前

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
ぜ
ひ
紹
介
し
て
、
弘
前

を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
円
滑

に
運
営
し
て
い
く
た
め
の
特
別
対

策
（
平
成
20
年
度
分
）
と
し
て
、
次

の
内
容
が
政
府
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

保
険
料
の
軽
減
を
拡
大

　

所
得
が
低
い
人
の
保
険
料
負
担

を
さ
ら
に
減
ら
す
た
め
、
均
等
割
額

や
所
得
割
額
の
軽
減
割
合
が
変
わ

り
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
８
月
中
に

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
変
更

決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

●
均
等
割
額
の
「
７
割
軽
減
」
が
一

律
「
８
・
５
割
軽
減
」
に
な
り
ま
す

　

被
保
険
者
と
世
帯
主
の
総
所
得

金
額
等
の
合
計
額
が
基
礎
控
除
額

（
33
万
円
）
以
下
の
場
合
、
均
等
割

額
が
７
割
軽
減
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
一
律
８
・
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

●
総
所
得
金
額
等
か
ら
基
礎
控
除

額
（
33
万
円
）
を
差
し
引
い
た
額
が

58
万
円
以
下
の
人
は
、
所
得
割
額
が

５
割
軽
減
さ
れ
ま
す

保
険
料
の
納
付
方
法
を

変
更
で
き
ま
す　
　
　

　

保
険
料
を
年
金
か
ら
の
天
引
き

で
納
付
し
て
い
る
人
（
10
月
か
ら
年

金
か
ら
の
天
引
き
で
納
付
す
る
人
）

は
、
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
当
て

は
ま
る
場
合
、
申
し
出
に
よ
り
口
座

振
替
で
の
納
付
に
変
更
で
き
ま
す
。

▽
要　

件　

①
こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保
険
料
を

確
実
に
納
付
し
て
い
た
人
で
、
本
人

名
義
の
口
座
振
替
で
納
付
す
る
場

合②
年
金
収
入
が
年
額
１
８
０
万
円

未
満
の
人
で
、
世
帯
主
か
配
偶
者
名

義
の
口
座
振
替
で
納
付
す
る
場
合

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
国
保
年
金

課
高
齢
医
療
係
（
☎
内
線
２
０
８
・

４
９
３
）
／
青
森
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
（
☎
青
森
017
・
721
・

３
８
２
１
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w
w
.aom

ori-kouikireng
ou.jp/

）

【
被
用
者
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆

さ
ん
へ
】　
　
　
　

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
前

日
ま
で
、
政
府
管
掌
健
康
保
険
や
船

員
保
険
、
共
済
組
合
な
ど
の
被
用
者

保
険
に
加
入
し
て
い
た
人
は
、
被
用

者
保
険
の
資
格
喪
失
手
続
き
が
必

要
で
す
。
被
扶
養
者
に
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
の
軽
減
措
置
（
２

年
間
の
均
等
割
額
軽
減
）
が
適
用
さ

れ
ま
す
の
で
、
確
実
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
手
続
き
方
法

に
つ
い
て
は
、
事
業
主
か
被
用
者
保

険
の
各
保
険
者
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
（
被
保
険
者
本
人
は
、
軽
減
措
置

の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直
し

（
長
寿
医
療
制
度
）　
　
　
　

寄
附
金
税
制
が　
　

拡
充
さ
れ
ま
し
た

金
控
除
だ
け
を
受
け
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
所
得
税
の
確
定
申

告
の
代
わ
り
に
、
住
所
地
の
市

区
町
村
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
場
合
、
所
得
税
の
控

除
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

Ｑ 

寄
附
金
控
除
の
内
容
や
申

告
に
つ
い
て
、
も
っ
と
詳
し
い

く
聞
き
た
い
と
き
は
、
ど
こ
に

問
い
合
わ
せ
た
ら
い
い
の
？

Ａ 

市
民
税
課
第
二
・
第
三
係

（
市
役
所
２
階
、
☎
内
線
２
４

１
・
２
６
３
・
２
６
４
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

改正前 改正後

控除方式

「寄附金－ 10 万
円」を総所得金額
等の合計額から控
除（所得控除）

①基本控除
（寄附金－ 5,000
円）× 10％

②特例控除…個人
住民税所得割の１
割を上限
（寄附金－ 5,000
円 ） ×（90 ％ －
寄附者に適用され
る所得税の限界税
率）

※①②の合計額を
個人住民税所得割
から控除（税額控
除）

控除の対象
になる寄附
の限度額　

総所得金額等の合
計額の 25％

総所得金額等の合
計額の 30％

適用額
10万円を超える寄
附

5,000 円を超える
寄附

寄附金控除の改正内容

7 …　広報ひろさき　平成２０年８月１５日号

おお　　もも



8…　広報ひろさき　平成２０年８月１５日号9

　

少
年
少
女
野
球
教
室

時

10
月
12
日

所

野
球
場

内

日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

Ｏ
Ｂ
と
弘
前
市
野
球
協
会
に

よ
る
技
術
指
導
と
参
加
者
の

交
流

対

小
学
校
４
・
５
年
生
＝
１

０
０
人

料

５
０
０
円

申

弘
前
市
野
球
協
会
（
斎
藤

さ
ん
、
☎
35
・
６
９
０
９
）

 

走
り
方
教
室

時

10
月
12
日

所

陸
上
競
技
場（
ト
ラ
ッ
ク
）

内

陸
上
競
技
の
指
導
者
に
よ

る
ス
ポ
ー
ツ
の
基
本
と
な
る

走
り
方
の
指
導

対

小
学
生
＝
１
５
０
人

料

無
料

申

ス
ポ
ネ
ッ
ト
弘
前
（
鹿
内

さ
ん
、
☎
32
・
６
５
２
３
）

 
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
録
・ 

 

世
界
記
録
体
感

時

10
月
12
日

所

陸
上
競
技
場
（
芝
生
）

内

陸
上
競
技
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
世
界
記
録
を
実
際
に
展
示

　

サ
ッ
カ
ー
教
室

時

10
月
13
日

所

陸
上
競
技
場

内

サ
ッ
カ
ー
協
会
、
リ
ベ
ロ

津
軽
の
講
師
が
技
術
指
導

対

小
学
校
１
〜
３
年
生
＝
１

５
０
人

料

無
料

申

リ
ベ
ロ
津
軽
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
（
川
村
さ
ん
、
☎
35
・

０
０
４
３
）

ウ
ォ
ー
ル
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

時

10
月
12
日
・
13
日

所

球
技
場

内

初
級
者
、
上
級
者
向
け
そ

れ
ぞ
れ
の
ロ
ッ
ク
ボ
ー
ド
を

登
る
ゲ
ー
ム

弘
前
版
サ
ス
ケ

時

10
月
12
日
・
13
日

所

球
技
場

内

み
ん
な
が
楽
し
め
る
ア
ス

レ
チ
ッ
ク

竹
馬
で
缶
飛
ば
し

時

10
月
12
日
・
13
日

所

球
技
場

内

竹
馬
で
空
き
缶
を
蹴
り
距

　

昨
年
度
、
青
森
県
で
開
催
さ
れ
た
第
20
回
全
国
ス
ポ
レ
ク
祭
を
き
っ

か
け
に
、こ
れ
ま
で
開
催
し
て
き
た
「
市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
「
弘
前
ス
ポ
レ
ク
祭
」
と
な
っ
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

各
種
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
気
軽
に
誰
で
も
体
験
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
さ
あ
、
み
ん
な
が
健
康
で
楽
し

く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
体
を
動
か
し
て
い
い
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
ス
ポ
レ
ク
祭
実
行
委
員
会
（
保
健
体
育
課
内
、

☎
82
・
１
６
４
３
）

離
を
競
う

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

時

10
月
12
日
・
13
日

所

多
目
的
広
場

内

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ゲ
ー

ム
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ

ル
フ
ゲ
ー
ム
、
イ
ン
デ
ィ
ア

カ
ゲ
ー
ム
、
ペ
タ
ン
ク
ゲ
ー

ム
、フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、

フ
ァ
イ
ン
ボ
ー
ル

チ
ャ
リ
ン
コ
ダ
ー
ツ

時

10
月
12
日
・
13
日

所

野
球
場
脇
通
路

内

自
転
車
に
乗
り
５
カ
所
の

的
に
ダ
ー
ツ
を
投
げ
ポ
イ
ン

ト
を
競
う

  

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

時

10
月
12
日
・
13
日

所

常
設
コ
ー
ス

内

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
ゲ
ー

ム
、
24
ホ
ー
ル
・
32
ホ
ー
ル

個
人
戦

対

市
民
＝
各
日
１
０
０
人

料

各
日
５
０
０
円

申

弘
前
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
協
会
（
奥
出
さ
ん
、
☎

33
・
８
９
０
８
）

　

年
齢
別　
　
　
　
　

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

時

10
月
12
日
・
13
日

所

体
育
館

内

男
子
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス
、

混
合
ダ
ブ
ル
ス

対

市
民
＝
１
５
０
人

料

５
０
０
円

申

弘
前
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協

会
（
山
下
さ
ん
、
☎
36
・
８

８
１
６
）

ペ
タ
ン
ク
教
室

時

10
月
13
日

所

グ
ラ
ウ
ン
ド

内

ペ
タ
ン
ク
の
基
本
か
ら
ゲ

ー
ム
ま
で

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
教
室

時

10
月
12
日

所

体
育
館

内

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
の
基
本
か

ら
ゲ
ー
ム
ま
で

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室

時

10
月
12
日

所

体
育
館

内

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
の
基
本

か
ら
ゲ
ー
ム
ま
で

  

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
教
室

時

10
月
13
日

所

体
育
館

内

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
の
基

本
か
ら
ゲ
ー
ム
ま
で

料

無
料

申

弘
前
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

協
会
（
鎌
田
さ
ん
、
☎
33
・

４
３
８
９
）

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・　
　

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
教
室

時

10
月
12
日
・
13
日

所

グ
ラ
ウ
ン
ド

内

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
の
基
本
か
ら
ゲ
ー
ム
ま
で

時

10
月
12
日

【
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
　

体
験
コ
ー
ナ
ー
】

歩
き
方
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

楽
し
み
方
を
世
代
別
に
紹
介

時

10
月
12
日
・
13
日

【
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
】

体
脂
肪
、
血
圧
測
定
、
メ
タ

ボ
解
消
方
法
や
介
護
予
防
な

ど
の
啓
発
ほ
か

【
体
力
測
定
コ
ー
ナ
ー
】

体
力
測
定

【
体
操
コ
ー
ナ
ー
】

年
齢
、
体
力
に
応
じ
た
日
常

的
に
で
き
る
体
操
の
紹
介
・

体
験
ほ
か

キ
ッ
ズ
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー

時

10
月
12
日
・
13
日

所

体
育
館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

内

主
に
幼
児
〜
小
学
生
が
体

を
使
っ
て
遊
べ
る
コ
ー
ナ
ー

①
昔
遊
び
体
験
（
け
ん
玉
、

お
手
玉
、
竹
と
ん
ぼ
作
製
）

②
凧
づ
く
り
（
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
凧
揚
げ
）
③
ス
ポ
ー
ツ
チ

ャ
ン
バ
ラ　

④
キ
ン
ボ
ー
ル

⑤
積
み
木
遊
び　

⑥
ド
ッ
チ

ビ
ー　

⑦
ヒ
ッ
ト
・
だ
・
タ

ー
ゲ
ッ
ト　

⑧
ユ
ニ
ホ
ッ
ク

⑨
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
集
い

時

10
月
13
日

内

弘
前
地
区
河
川
防
災
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
出
発
し
「
岩
木

川
の
こ
み
ち
」
コ
ー
ス
（
約

５
㌔
）
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

対

市
民
＝
２
０
０
人

料

無
料

申

弘
前
歩
こ
う
会
（
今
井
さ

ん
、
☎
32
・
９
２
７
２
）

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会

時

10
月
13
日

　

午
前
８
時
半
〜

所

主
競
技
場

対

小
学
生
以
上
の
市
民

料

小
学
生
チ
ー
ム
＝
１
０
０

０
円
、
一
般
チ
ー
ム
＝
２
０

０
０
円

申

弘
前
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

（
小
沢
小
学
校
・
山
中
さ
ん
、

☎
88
・
３
０
１
６
）

市
民
体
操
祭

時

10
月
13
日

内

さ
ま
ざ
ま
な
体
操
団
体

が
、
各
種
目
の
演
技
を
披
露

【
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
】

時

10
月
12
日
、
午
前
８
時
半
〜

所

弘
前
市
運
動
公
園
野
球
場
前
ス

テ
ー
ジ

内

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
紹
介
や
開

会
宣
言
ほ
か

※
運
動
公
園
通
路
に
は
出
店
、
地

場
産
品
コ
ー
ナ
ー
（
嶽
き
み
販

売
）、り
ん
ご
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
（
り

ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
無
料
試
飲
）
な
ど

の
各
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

【
大
抽
選
会
】

時

10
月
13
日
、
午
後
３
時
20
分
〜

所

弘
前
市
運
動
公
園
野
球
場
前
ス

テ
ー
ジ

内

各
会
場
の
イ
ベ
ン
ト
や
ゲ
ー
ム

に
参
加
し
な
が
ら
ポ
イ
ン
ト
を
集

め
、
抽
選
券
を
ゲ
ッ
ト
す
れ
ば
、

豪
華
？
商
品
の
当
た
る
大
抽
選
会

に
参
加
で
き
ま
す
。

　弘前市運動公園（豊田２丁目）

　河西体育センター（石渡１丁目）

　青森県武道館（豊田２丁目）

　弘前地区河川防災
　ステーション（和田町）

　克雪トレーニングセンター（豊田２丁目）

　弘前Ｂ＆Ｇ海洋センター（八幡町１丁目）

　岩木Ｂ＆Ｇ海洋センター（兼平字猿沢）
　市民体育館
　  （五十石町）

１

５

８

３

６

４

７

２

★★

★

★

★

★

★

弘
前
ス
ポ
レ
ク
祭

10
月
12
日
・
13
日

弘
前
ス
ポ
レ
ク
祭

７月 13日に開催された７月 13日に開催された
弘前市民グラウンドゴルフ大会の様子弘前市民グラウンドゴルフ大会の様子

各イベントの開始時間は午前９時です（一部の大会を除く）。

★のイベントは申し込みが必要ですが、それ以外は参加自由（無料）です。

　時＝とき　所＝ところ　内＝内容　対＝対象　料＝参加料　申＝問い合わせ・申込先

★

弘前市運動公園
青森県武道館
克雪トレーニングセンター
弘前B&G海洋センター
弘前地区河川防災ステーション
岩木B&G海洋センター
市民体育館
河西体育センター

市役所

至青女子至高杉
至青森

至大鰐

弘南鉄道弘南鉄道

会場案内図

６

２

１

３

４

５

６

７

８

２

岩木
小学校

アップル
ロード

嶽温泉

１
３

４

５

７

８



…　広報ひろさき　平成２０年８月１５日号11

まちの話題を写真

で紹介します。

太田市の小・中学生が来弘

８月１日～３日

市長とランチ親子バスツアー

　「市長とランチ　夏休み親子バスツアー」が７月 22
日に行われました。ツアーには小学生とその保護者合
わせて 19 人が参加し、市長室や市議会議場、弘前消
防署など市の主な施設を見学しました。昼食はりんご
公園で相馬市長と一緒にりんごカレーを食べ、質問タ
イムでは「市長は毎日どんな仕事をしているんですか」
「プロ野球の試合ができるような大きな野球場を造っ
てほしい」など活発な質問や意見が飛び出しました。

　弘前市の友好都市・群馬県太田市の小・中学生 41
人が交流事業で弘前市を訪れました。
　初日は金魚ねぷた作りや弘前ねぷたまつりに参加す
るなど、弘前のねぷたを体験。
　２日目は弘前市の小・中学生 20 人との対面式が行
われた後、グループに分かれて自己紹介やゲームが始
まると子どもたちはすぐに和気あいあいに。
　３日目はりんご公園で一緒にりんごもぎを体験する
など、交流の輪が一段と広がった３日間でした。

７月２２日

弘
前
市
民
号 

斜
里
町
へ

　市民号には今回初めて参加
しました。
　斜里町の皆さんはとても好
意的で、ねぷたまつりでは沿道
からたくさんの声援をいただ
きました。子どもも大人もねぷ
たを楽しんでいる感じが伝わ
り、同じねぷたを引っ張る者同
士、気持ちが一つになった気が
します。「弘前の方ですか？ご
くろうさまです」という声があ
ちこちから聞かれ、「弘前」を大
切に思う心が伝わりました。
　今後も交流の機会があれば、
ぜひ参加したいと思います。

　花
はなまつ

松  實
みのる

さん　由
ゆ み こ

美子さん

斜
里
町
と
の
つ
な
が
り

　

藩
政
時
代
、
斜
里
の
警
備
に
派

遣
さ
れ
た
津
軽
藩
士
が
殉
難
す
る

と
い
う
悲
惨
な
事
件
が
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
の
史
実
を
知
っ
た
斜
里
町
で

は
、「
津
軽
藩
士
が
私
た
ち
の
町

弘
前
市
民
号　

斜
里
町
訪
問

　

今
回
の
弘
前
市
民
号
に
は
43
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

斜
里
町
に
到
着
し
て
す
ぐ
に
、

両
市
町
の
交
流
の
き
っ
か
け
に
つ

い
て
の
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。
参

加
者
は
皆
熱
心
に
聞
き
入
り
、
改

め
て
両
市
町
の
深
い
つ
な
が
り
を

を
守
っ
て
く
れ
た
」
と
い
う
感
謝

の
心
と
遺
徳
を
し
の
ん
で
、
昭
和

48
年
に
「
津
軽
藩
士
殉
難
慰
霊
の

碑
」
を
建
立
し
、
毎
年
７
月
16
日

（
今
年
は
25
日
）に
慰
霊
祭
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
慰
霊
祭
に
当

市
の
関
係
者
が
招
待
さ
れ
た
の
が

き
っ
か
け
で
交
流
が
深
ま
り
、
昭

和
58
年
に
友
好
都
市
提
携
の
盟
約

斜
里
町
民
号
が
来
弘

　

８
月
１
日
、
弘
前
ね
ぷ
た
ま
つ

り
に
参
加
す
る
た
め
、
斜
里
町
か

ら
町
民
号
41
人
が
当
市
を
訪
れ
ま

し
た
。

　

ね
ぷ
た
運
行
に
先
立
ち
行
わ
れ

た
歓
迎
交
流
会
に
は
、
先
日
斜
里

町
を
訪
問
し
た
弘
前
市
民
号
の
参

加
者
も
出
席
。
思
い
出
話
に
花
を

咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
午
後
７
時
過
ぎ
に
始

ま
っ
た
ね
ぷ
た
運
行
で
は
大
型
ね

ぷ
た
の
先
陣
を
切
っ
て
登
場
。
旅

の
疲
れ
も
見
せ
ず
、
元
気
な
掛
け

声
と
と
も
に
市
内
を
練
り
歩
き
ま

し
た
。

が
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
町
村
合
併
に
よ
り

当
市
が
新
た
な
自
治
体
と
し
て
歩

み
は
じ
め
た
こ
と
か
ら
平
成
18
年

11
月
、
改
め
て
斜
里
町
と
友
好
都

市
提
携
の
盟
約
を
結
び
ま
し
た
。

　

去
る
７
月
24
日
か
ら
26
日
ま
で
の
３
日
間
、
当
市
と
斜
里
町
の
友
好
都
市
提
携
盟
約
の
記
念
と
し
て
企
画
さ

れ
た
弘
前
市
民
号
が
、
斜
里
町
を
訪
問
し
ま
し
た
。
ま
た
８
月
１
日
に
は
斜
里
町
民
号
が
当
市
を
訪
問
。
津
軽

藩
士
殉
難
の
歴
史
を
縁
に
友
好
を
深
め
る
両
市
町
の
交
流
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

実
感
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
そ
の

後
に
交
流
会
が
行
わ
れ
、
斜
里
町

民
か
ら
心
の
こ
も
っ
た
も
て
な
し

を
受
け
た
市
民
号
の
皆
さ
ん
は
、

す
ぐ
に
う
ち
解
け
た
様
子
を
み

せ
、
ね
ぷ
た
な
ど
の
共
通
の
話
題

で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
は
「
津
軽
藩
士
殉
難

慰
霊
祭
」
に
参
列
。
亡
き
藩
士
た

ち
の
冥
福
を
祈
る
と
と
も
に
、
町

を
あ
げ
て
盛
大
に
慰
霊
祭
を
行
う

斜
里
町
民
の
姿
に
市
民
号
の
皆
さ

ん
も
感
激
し
た
様
子
で
し
た
。

　

ま
た
、夜
に
な
る
と
一
行
は「
し

れ
と
こ
斜
里
ね
ぷ
た
」
に
参
加
。

本
場
の
「
ヤ
ー
ヤ
ド
ー
」
の
掛
け

声
を
響
か
せ
な
が
ら
練
り
歩
き
、

沿
道
の
観
客
か
ら
送
ら
れ
る
た
く

さ
ん
の
声
援
や
拍
手
に
笑
顔
で
応

え
て
い
ま
し
た
。

　

翌
日
、
市
民
号
一
行
は
、
た
く

さ
ん
の
思
い
出
を
胸
に
斜
里
町
を

後
に
。
今
回
の
旅
で
斜
里
町
と
の

き
ず
な
を
よ
り
一
層
深
め
た
よ
う

で
し
た
。

　弘前ねぷたに参加した
のは初めてだけど、人の
多さにびっくりしました。

それにねぷたの絵がすご
く上手で感動しました。
さすが本場のねぷたはち
がうなあと思います。
　囃子（はやし）で参加し
てみて、リズムが斜里町
と違ったので最初は少し
難しかったけど、だんだ
ん慣れて、できるように
なったので大満足です。

参加者インタビュー　～斜里町から来ました～

加
かとう

藤  諒
りょうた

太くん　愛
あ み

海さん

参加者インタビュー

▲

市
民
号
参
加
者
と
観
客
が
心
を
通
わ
せ
楽
し
ん
だ「
し
れ
と
こ
斜
里
ね
ぷ
た
」

10

ねぷたに岡山・松山両市長が参加

　弘前ねぷたまつり５日目の合同運行に、髙谷茂男岡
山市長と中村時広松山市長が特別参加しました。
　岡山市とは弘前りんごの販売などを通じて観光・物
産の面で交流が、松山市とは陸

くがかつなん

羯南生誕 150 年を機
に文化・観光の面で交流があることから両市長が弘前
市を訪れたものです。
　当日は「りんごを食べる日」ということもあり、両
市長は相馬市長とともに沿道の観客に笑顔でりんごを
配布していました。

８月５日
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お

ら
せ

知●弘前市役所

　　☎３５・１１１１

●岩木庁舎

　　☎８２・３１１１

●相馬庁舎

　　☎８４・２１１１
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お知らせ

催　

し

駅
前
市
民
ホ
ー
ル　

ほ
っ
と
コ
ン
サ
ー
ト

　

８
月
の
ゲ
ス
ト
は
、
弘
前
お
じ

ち
ゃ
ま
コ
ー
ラ
ス
で
す
。

▽
と　

き　

８
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
半
開
演

▽
と
こ
ろ　

駅
前
市
民
ホ
ー
ル

（
駅
前
町
、
ジ
ョ
ッ
パ
ル
４
階
）

▽
曲　

目　

川
の
流
れ
の
よ
う

に
、
ほ
た
る
こ
い
、
ふ
る
さ
と
の

四
季
ほ
か

▽
入
場
料　

無　

料

※
駐
車
場
４
時
間
無
料
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

駅
前
市
民
ホ

ー
ル
（
☎
34
・
１
１
１
２
）

さ
ん
か
く
シ
ア
タ
ー（
第
４
回
）

　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
を
対
象

に
し
た
ビ
デ
オ
映
画
の
上
映
会
で

す
。
た
ま
に
は
ち
ょ
っ
と
息
抜
き

し
ま
せ
ん
か
。

▽
と　

き　

８
月
28
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

▽
と
こ
ろ　

市
民
参
画
セ
ン
タ
ー

（
元
寺
町
）
３
階
グ
ル
ー
プ
活
動

室▽
上
映
作
品　
「
キ
ュ
リ
ー
夫
妻
」

▽
対　

象　

原
則
と
し
て
45
歳
ま

で
の
子
育
て
中
の
母
親
＝
20
人

（
先
着
順
）

※
無
料
の
保
育
室
を
準
備
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

８
月

26
日
ま
で
に
、
市
民
参
画
セ
ン
タ

ー
（
☎
31
・
２
５
０
０
）
へ
。

サ
タ
デ
ィ
プ
ラ
ン

　

土
曜
日
に
小
・
中
学
生
を
対
象

に
開
催
し
ま
す
。
参
加
は
無
料
で

す
。
み
ん
な
で
参
加
し
て
み
よ

う
！

▽
日
程
・
会
場

【
弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー
（
下
白
銀

町
）
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
】

○
み
ん
な
で
星
空
散
歩
（
季
節
ご

と
の
星
座
解
説
） 　

８
月
30
日
、

９
月
６
日
・
13
日
・
20
日
・
27
日

の
午
前
10
時
半
〜
11
時
／
中
央
公

民
館
（
☎
33
・
６
５
６
１
）

【
弘
前
図
書
館
（
下
白
銀
町
）】

○
図
書
館
ワ
ン
パ
ク
探
検
（
館
内

探
検
と
図
書
館
業
務
の
体
験
）　

９
月
20
日
の
午
前
10
時
〜
正
午
／

弘
前
図
書
館
（
☎
32
・
３
７
９
４
）

【
郷
土
文
学
館
（
下
白
銀
町
）】

○
親
子
文
学
館
散
歩
（
親
子
で
展

示
を
観
覧
）　

８
月
30
日
、
９
月

６
日
・
13
日
・
20
日
・
27
日
の
午

前
10
時
〜
正
午
／
郷
土
文
学
館

（
☎
37
・
５
５
０
５
）

【
市
立
博
物
館
（
下
白
銀
町
）】

○
親
子
鑑
賞
会
（
開
催
展
覧
会
の

鑑
賞
）　

９
月
６
日
・
13
日
・
20
日
・

27
日
の
午
前
９
時
半
〜
正
午
／
市

立
博
物
館
（
☎
35
・
０
７
０
０
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

各
会
場
へ
。

※
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
郷
土
文
学

館
、
市
立
博
物
館
は
市
内
の
小
・

中
学
生
は
い
つ
で
も
無
料
で
す
。

サ
タ
デ
ィ
プ
ラ
ン
以
外
の
日
も
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

第
５
回
市
民
参
画
セ
ン
タ
ー

交
流
ま
つ
り　
　
　
　
　
　

　

市
民
参
画
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し

て
い
る
市
民
団
体
の
活
動
を
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
広
く
紹
介
し
、
交

流
を
図
る
集
い
の
広
場
を
開
催
し

ま
す
。
ど
な
た
で
も
入
場
で
き
ま

す
の
で
、
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

▽
と　

き　

９
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ　

市
民
参
画
セ
ン
タ
ー

（
元
寺
町
）

▽
内　

容　

イ
ベ
ン
ト
…
朗
読
劇
ほ
か
＝
午
前

10
時
〜
11
時
45
分
／
記
念
講
演

「
日
本
語
と
英
語
で
読
む
津
軽
学

入
門
」（
弘
前
大
学
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
准
教
授　

サ
ワ
ダ
・
ハ
ン

ナ
・
ジ
ョ
イ
さ
ん
、
秋
田
看
護
福

祉
大
学
教
授　

北
原
か
な
子
さ

ん
）
＝
午
後
１
時
〜
３
時

参
加
団
体
に
よ
る
活
動
内
容
の
展

示
紹
介
…
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

交
流
会
…
午
後
３
時
〜
４
時

▽
入
場
料　

無　

料

▽
臨
時
駐
車
場　

市
民
中
央
広
場

※
台
数
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関

を
利
用
す
る
か
、
相
乗
り
で
お
い

で
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

第
５
回
市
民

参
画
セ
ン
タ
ー
交
流
ま
つ
り
実
施

委
員
会
事
務
局
（
市
民
参
画
セ
ン

タ
ー
内
、
☎
31
・
２
５
０
０
）

職
業
生
活
設
計
・

実
体
験
セ
ミ
ナ
ー

　

定
年
を
間
近
に
控
え
た
人
や
、

中
高
年
齢
者
を
対
象
に
、
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
ま
す
。

▽
と　

き　

８
月
26
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

▽
と
こ
ろ　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

（
末
広
４
丁
目
）
研
修
室

▽
内　

容　
「
花
に
囲
ま
れ
て
〜

起
業
家
へ
の
道
の
り
」
…
講
師
・

開
米
雍
子
さ
ん
（
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス

取
締
役
社
長
）

※
当
日
、
お
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

あ
り
ま
す
。

▽
定　

員　

30
人
（
先
着
順
で
、

事
前
の
予
約
が
必
要
）

▽
受
講
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

電
話

か
フ
ァ
ク
ス
で
、
青
森
県
高
齢
・

障
害
者
雇
用
支
援
協
会
（
☎
青
森

017
・
775
・
４
０
６
５
、
フ
ァ
ク
ス

017
・
734
・
７
４
８
３
）
へ
。

※
電
話
で
の
受
付
時
間
は
、
月
〜

金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

で
す
。日

本
呼
吸
器
学
会

市
民
公
開
講
座　

▽
と　

き　

８
月
31
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

▽
と
こ
ろ　

弘
前
中
三（
土
手
町
）

８
階
ス
ペ
ー
ス
ア
ス
ト
ロ

▽
テ
ー
マ　

肺
炎
、
特
に
高
齢
者

の
肺
炎
と
そ
の
予
防
／
肺
ガ
ン
の

話
／
タ
バ
コ
が
引
き
起
こ
す
肺
の

病
気

▽
対　

象　

市　

民

▽
受
講
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
大
学
大

学
院
医
学
研
究
科
循
環
呼
吸
腎
臓

内
科
学
講
座
（
☎
39
・
５
０
５
７
）

市
民
体
育
館
の

ス
ポ
ー
ツ
教
室

【
初
心
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
】

▽
と　

き　

９
月
２
日
〜
10
月
28

日
の
毎
週
火
曜
日
（
９
月
23
日
を

除
く
）、
午
前
10
時
〜
正
午

▽
内　

容　

ラ
ケ
ッ
ト
の
握
り

方
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
基
本

技
術
、
ゲ
ー
ム

▽
対　

象　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
経
験

の
な
い
女
性
＝
10
人

【
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

体
験
教
室
】

▽
と　

き　

９
月
４
日
・
11
日
・

18
日
の
午
前
10
時
〜
正
午

▽
内　

容　

サ
ー
ブ
・
レ
シ
ー
ブ

な
ど
の
基
本
技
術
、
ゲ
ー
ム

▽
対　

象　

初
心
者
の
女
性
＝
20

人【初
心
者
ラ
ケ
ッ
ト
テ
ニ
ス
教
室
】

▽
と　

き　

10
月
２
日
・
９
日
・

16
日
・
23
日
の
午
前
10
時
〜
正
午

▽
内　

容　

ス
ト
ロ
ー
ク
・
ス
マ

ッ
シ
ュ
な
ど
の
基
本
技
術
、
ゲ
ー

ム▽
対　

象　

ラ
ケ
ッ
ト
テ
ニ
ス
経

験
の
な
い
市
民
＝
15
人

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館
（
五
十

石
町
）

▽
参
加
料　

無
料
（
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
に
加
入
を
）

※
運
動
が
で
き
る
服
装
で
、
屋
内

シ
ュ
ー
ズ
を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
先　

市
民
体
育
館
（
☎

36
・
２
５
１
５
）

再
就
職
を
希
望
す
る
人
の

た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
座　

▽
と　

き　

９
月
２
日
〜
５
日
、

９
月
９
日
〜
12
日
、
９
月
18
日
・

19
日
の
午
前
10
時
〜
正
午
（
計
10

回
）

▽
と
こ
ろ　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

（
末
広
４
丁
目
）

▽
内　

容　

表
計
算
ソ
フ
ト
を
活

用
し
た
基
本
的
な
操
作
技
術
の
習

得※
就
職
の
あ
っ
せ
ん
を
目
的
と
し

た
講
座
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
講　

師　

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ポ
ー
タ
ー

▽
対　

象　

再
就
職
を
希
望
し
て

い
て
、
文
字
入
力
が
で
き
る
人

▽
定　

員　

市
民
＝
30
人

▽
受
講
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

８
月

22
日
か
ら
、
学
習
情
報
館
（
総
合

学
習
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
26
・
４
８

０
０
）
へ
。

骨
盤
矯
正
ス
ト
レ
ッ
チ
講
座

　

骨
盤
の
ゆ
が
み
を
リ
セ
ッ
ト
し

て
、
き
れ
い
な
ボ
デ
ィ
ー
ラ
イ
ン

に
！

▽
と　

き　

９
月
４
日
〜
25
日
の

毎
週
木
曜
日
、
午
後
７
時
〜
９
時

（
計
４
回
）

▽
と
こ
ろ　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
五
十
石
町
）

▽
内　

容　

骨
盤
ゆ
が
み
解
消
の

ス
ト
レ
ッ
チ
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
ウ
オ

ー
ク
、
フ
ッ
ト
ケ
ア
ほ
か

▽
対　

象　

市
内
に
勤
務
か
居
住

の
働
く
青
少
年
（
お
お
む
ね
35
歳

ま
で
）
＝
15
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

タ
オ
ル
、飲
み
物（
水

分
補
給
用
）、
室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
、

運
動
で
き
る
服
装

※
当
日
は
素
足
で
ス
ト
レ
ッ
チ
な

ど
も
し
ま
す
。

▽
申
込
先　

８
月
31
日
ま
で
に
、

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
34
・
４

３
６
１
）
へ
。

県
立
弘
前
高
等
技
術
専
門
校

一
日
技
能
教
室　
　
　
　
　

▽
と　

き　

９
月
５
日
（
金
）

午
前
の
部
＝
午
前
９
時
半
〜
正
午

午
後
の
部
＝
午
後
１
時
〜
３
時
半

▽
と
こ
ろ　

県
立
弘
前
高
等
技
術

専
門
校
（
緑
ヶ
丘
１
丁
目
）

▽
内　

容　

自
動
車
シ
ス
テ
ム
工

学
科
＝
マ
イ
カ
ー
日
常
点
検
／
建

築
シ
ス
テ
ム
工
学
科
＝
木
製
プ
ラ

ン
タ
ー
製
作
／
造
園
科
＝
竹
製
花

器
製
作

▽
定　

員　

各
20
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

８
月

29
日
ま
で
（
土
・
日
曜
日
を
除
く

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
に
、
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、

県
立
弘
前
高
等
技
術
専
門
校
（
☎

32
・
６
８
０
５
、
フ
ァ
ク
ス
35
・

５
１
０
４
、
Ｅ
メ
ー
ルhi-gisen

@
pref.aom

ori.lg.jp

）
へ
。

※
当
日
は
作
業
が
で
き
る
服
装
で

お
い
で
く
だ
さ
い
。

教
室･

講
座

　

り
ん
ご
の
花

摘
み
か
ら
収
穫

ま
で
、
一
連
の

農
作
業
を
体
験

す
る
企
画
の
最

終
章
は
り
ん
ご

も
ぎ
で
す
。
参
加
者
に
は
り
ん
ご

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

▽
と　

き　

９
月
７
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
11
時
（
雨
天
決
行
）

▽
と
こ
ろ　

集
合
＝
岩
木
庁
舎

（
賀
田
１
丁
目
）
正
面
玄
関
前
／

園
地
＝
岩
木
山
麓
（
鼻
和
）

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

作
業
が
で
き
る
服

装
、
雨
具

▽
申
込
先　

８
月
31
日
ま
で
に
、

フ
ル
ー
ツ
合
衆
国
（
岩
木
山
観
光

協
会
内
、
福
澤
さ
ん
、
☎
兼
フ
ァ

ク
ス
82
・
２
６
４
５
、
☎
携
帯

090
・
８
９
２
５
・
３
２
６
６
）
へ
。

り
ん
ご
の
一
年
物
語

り
ん
ご
の
一
年
物
語

最
終
章
「
収
穫
体
験
」

最
終
章
「
収
穫
体
験
」

り
ん
ご
の
一
年
物
語

最
終
章
「
収
穫
体
験
」

り
ん
ご
の
一
年
物
語

最
終
章
「
収
穫
体
験
」
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サ
ン
ラ
イ
フ
弘
前
の
教
室

【
初
心
者
カ
ラ
オ
ケ
教
室
】

▽
と　

き　

９
月
４
日
・
11
日
・

18
日
・
25
日
の
午
後
６
時
半
〜
８

時
半

▽
内　

容　

初
歩
的
な
カ
ラ
オ
ケ

の
解
説
と
実
技

▽
定　

員　

30
人

▽
参
加
料　

３
０
０
円
（
教
材
費

と
し
て
）

※
当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
初
心
者
社
交
ダ
ン
ス
教
室
】

▽
と　

き　

９
月
５
日
・
12
日
・

19
日
・
26
日
の
午
後
６
時
半
〜
８

時
半

▽
内　

容　

初
歩
的
な
社
交
ダ
ン

ス
の
解
説
と
実
技（
中
級
者
も
可
）

▽
定　

員　

30
人

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

ダ
ン
ス
が
踊
れ
る
靴

と
服
装

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
弘
前

（
豊
田
１
丁
目
）

▽
申
込
先　

８
月
18
日
か
ら
、
サ

ン
ラ
イ
フ
弘
前
（
☎
27
・
２
８
１

１
）
へ
。

環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
の
催
し

【
段
ボ
ー
ル
で
迷
路
を
作
ろ
う
・

遊
ぼ
う
】

　

段
ボ
ー
ル
箱
を
使
っ
て
巨
大
な

迷
路
を
作
り
、み
ん
な
で
遊
ぼ
う
。

▽
と　

き　

９
月
６
日
（
土
）

　
　

午
前
９
時
半
〜
午
後
０
時
半

▽
講　

師　

澁
谷
亨
さ
ん
（
ひ
ろ

さ
き
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
21

事
務
局
長
）

▽
定　

員　

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
小
学
校
４
年
生
以
下
は
必
ず

保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
服　

装　

作
業
し
や
す
い
服
装

【
秋
の
草
木
染
め
教
室
】

　

身
近
に
あ
る
植
物
を
採
取
し
て

草
木
染
め
を
し
ま
す
。
季
節
を
味

わ
い
な
が
ら
染
色
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▽
と　

き　

９
月
14
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
半

▽
講　

師　

水
田
久
美
子
さ
ん

（
く
み
こ
工
房
）

▽
定　

員　

小
学
校
高
学
年
以
上

＝
20
人

▽
持
ち
物　

軍
手
（
木
綿
製
）、

ビ
ニ
ー
ル
袋
（
２
枚
程
度
。
植
物

の
採
取
、
作
品
の
持
ち
帰
り
に
使

用
）、
は
さ
み
、
染
め
て
み
た
い

も
の
（
１
人
１
枚
。
手
ぬ
ぐ
い
く

ら
い
の
大
き
さ
ま
で
）、
昼
食

▽
服　

装　

汚
れ
て
も
い
い
服
装

ま
た
は
エ
プ
ロ
ン

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
と
こ
ろ　

弘
前
地
区
環
境
整
備

セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
棟
（
町
田
字
筒

井
）

▽
参
加
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

午
前

９
時
〜
午
後
４
時
に
、
弘
前
地
区

環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
棟

（
☎
36
・
３
３
８
８
、
月
曜
日
は

休
館
、
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は

翌
日
が
休
館
）
へ
。

平
成
20
年
度　
　
　
　

子
ど
も
自
然
体
験
教
室

　

岩
木
川
を
舞
台
に
、
カ
ヌ
ー
体

験
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
多
彩
な
活
動

を
し
ま
す
。
み
ん
な
で
参
加
し
て

自
然
の
大
切
さ
を
学
ぼ
う
。

【
岩
木
川
遊
び
と
学
び
、
つ
な
が

り
広
場
】

▽
と　

き　

９
月
６
日
〜
７
日

（
日
帰
り
可
）

【
岩
木
川
子
ど
も
自
然
体
験
学
習

会
（
第
４
回
）】

▽
と　

き　

９
月
20
日
（
土
）

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
対　

象　

小
・
中
学
生
と
そ
の

保
護
者

※
参
加
料
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

岩
木
山
自
然
学
校
（
☎
兼
フ
ァ
ク

ス
83
・
２
６
７
０
）

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室

▽
と　

き　

９
月
８
日
〜
29
日
の

毎
週
月
曜
日
、
午
後
７
時
〜
８
時

半
（
計
４
回
）

※
当
日
会
場
で
受
け
付
け
。

▽
と
こ
ろ　

大
成
小
学
校
（
御
幸

町
）
体
育
館

▽
内　

容　

世
界
の
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
の
基
礎
と
踊
り
方

▽
対　

象　

市　

民

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

運
動
靴

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
市
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
協
会（
佐
々
木
さ
ん
、

☎
33
・
６
５
３
７
）

初
心
者
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
教
室

▽
と　

き　

９
月
10
日
〜
10
月
22

日
の
毎
週
水
曜
日
、
午
前
10
時
〜

正
午

▽
と
こ
ろ　

弘
前
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
（
八
幡
町
１
丁
目
）

▽
内　

容　

パ
ス
・
ス
パ
イ
ク
な

ど
の
基
本
技
術
か
ら
ゲ
ー
ム
ま
で

▽
対　

象　

一
般
（
初
心
者
）
＝

15
人

▽
参
加
料　

無
料
（
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
に
加
入
を
）

▽
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話

番
号
・
教
室
名
を
記
入
し
、
９
月

５
日
ま
で
に
、
弘
前
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
（
〒
036
・
８
０
５
７
、

八
幡
町
１
丁
目
９
の
１
）
へ
。

※
は
が
き
１
枚
で
１
人
ま
で
と

し
、
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で

決
定
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
（
☎
33
・
４
５
４

５
）

初
心
者
水
泳
教
室

▽
と　

き　

９
月
10
日
〜
10
月
10

日
の
毎
週
水
・
金
曜
日
、
午
後
１

時
〜
２
時

▽
と
こ
ろ　

温
水
プ
ー
ル
石
川

（
小
金
崎
字
村
元
）

▽
内　

容　

水
慣
れ
か
ら
簡
単
な

水
中
運
動
、
そ
し
て
泳
げ
る
よ
う

に
な
る
ま
で

▽
対　

象　

一
般
（
初
心
者
）
＝

15
人

▽
参
加
料　

無
料
（
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
に
加
入
を
）

▽
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話

番
号
・
教
室
名
を
記
入
し
、
８
月

26
日
ま
で
に
温
水
プ
ー
ル
石
川

（
〒
036
・
８
１
２
３
、
小
金
崎
字

村
元
１
２
５
）
へ
。

※
は
が
き
１
枚
で
１
人
ま
で
と

し
、
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で

決
定
し
ま
す
。
な
お
、
一
度
受
講

し
た
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

温
水
プ
ー
ル

石
川
（
☎
49
・
７
０
８
１
）

ベ
テ
ラ
ン
ズ
セ
ミ
ナ
ー

▽
と　

き　

９
月
10
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
と
こ
ろ　

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

（
下
白
銀
町
）

▽ 

内　

容　
「
た
の
し
い
川
柳

－

笑
う
門
に
は
福
来
た
る
Ⅱ

－

」

▽
講　

師　

高
瀬
霜
石
さ
ん

▽
対　

象　

市
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
人

▽
受
講
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

電
話

で
、
中
央
公
民
館
（
☎
33
・
６
５

６
１
）
へ
。

　

市
で
は
、
紙
類
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
新
聞
・
雑
が
み
類
を
自
由
に
持
ち
込
め
る
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
市
内
３
か
所
に
加
え
、
岩
木
庁

舎
（
賀
田
１
丁
目
）、
相
馬
庁
舎
（
五
所
字
野
沢
）
に
も
新
た
に
設

置
し
ま
し
た
。

　

回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
新
聞
・
雑
が

み
類
だ
け
で
な
く
、
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
新
聞
・
雑
が
み
類
も

持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

新
聞
・
雑
が
み
類
も
資
源
で
す
。
こ
れ
ま
で
「
燃
や
せ
る
ご
み
」

と
し
て
出
し
て
い
た
人
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
持
ち
込
み
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
い
ず
れ
の
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
、
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
は
持

ち
込
み
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
土
手
町
分
庁
舎
の
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
、
毎
週
月
曜
日
が
休
み
で
す
。

▽
持
ち
込
み
で
き
る
も
の

○
新
聞
（
チ
ラ
シ
を
含
む
）

○
雑
が
み
類
（
雑
誌
・
書
籍
・
カ
タ
ロ
グ
な
ど
の
水
に
溶
け
る
紙
類
）

※
持
ち
込
む
と
き
は
、
ひ
も
で
縛

っ
て
く
だ
さ
い
（
で
き
れ
ば
白
い

紙
ひ
も
）。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
保
全
課

（
☎
内
線
２
１
９
・
４
５
０
）

●弘前市役所

　　☎３５・１１１１

●岩木庁舎

　　☎８２・３１１１

●相馬庁舎

　　☎８４・２１１１

回収ステーション設置場所

市役所（上白銀町）中庭駐輪場向かい

総合学習センター（末広４丁目）正面
玄関横

土手町分庁舎（土手町、旧大成小学校）
正面玄関向かい

岩木庁舎西側駐車場裏

相馬庁舎正面玄関横

　

ス
ズ
メ
バ
チ
は
、
刺
さ
れ
る
と

死
亡
す
る
場
合
も
あ
る
危
険
な
ハ

チ
で
す
。

　

８
月
・
９
月
は
ス
ズ
メ
バ
チ
の

活
動
が
活
発
に
な
る
季
節
で
す
。

　

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
は
だ
円
形

で
、
横
し
ま
模
様
が
あ
り
、
出
入

り
口
は
１
か
所
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。

　

巣
を
発
見
し
た
場
合
は
近
寄
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
、
刺
さ
れ
た
場
合
は
、
傷

口
を
き
れ
い
な
水
で
よ
く
洗
い
、

で
き
る
だ
け
早
く
病
院
で
治
療
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

　

個
人
の
建
物
や
敷
地
内
に
作
ら

れ
た
巣
の
駆
除
は
、
市
で
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
造
園
・
害
虫

駆
除
業
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
保
全
課

（
☎
内
線
３
７
３
）

ス
ズ
メ
バ
チ
に

　

ご
注
意
を
！　市では、子育て家庭などを身近で

支援するため、「弘前市子育て支援

員」を認定し、次のような活動を行

っています。

○子育てに関する不安や悩みの相談

○公民館などを利用し、子育て家庭

の親子と遊んだり、コミュニケーシ

ョンを図る活動

○他の機関と連携した子育て支援の

基盤づくり

　現在、23 地区に合計 98 人の子
育て支援員がボランティアとして活

動しています。それぞれの地区で、

子育てについて気軽に相談できるフ

レンドリーな相手として、ぜひご利

用ください。お住まいの地域の子育

て支援員については、お問い合わせ

ください。

　また、子育て支援員の認定登録を

随時行っています。子育ての経験が

あり、地域の子どもたちの健全育成

に熱意のある人は、ぜひ登録をお願

いします。

▽問い合わせ先　児童家庭課子育て

支援係（☎内線 213）

知っていますか？

子 育 て 支 援 員

新
聞
・
雑
が
み
類  

回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

新
聞
・
雑
が
み
類  

回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

お知らせ
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お知らせ

高
齢
者
の
た
め
の　
　
　

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

▽
と　

き　

９
月
12
日
〜
10
月
10

日
の
毎
週
金
曜
日
、
午
前
10
時
〜

11
時

▽
と
こ
ろ　

温
水
プ
ー
ル
石
川

（
小
金
崎
字
村
元
）

▽
内　

容　

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
基
本
か
ら
応
用
、ス
ト
レ
ッ
チ
、

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

▽
対　

象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上

の
市
民
＝
20
人

▽
参
加
料　

無
料
（
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
に
加
入
を
）

▽
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話

番
号
・
教
室
名
を
記
入
し
、
８
月

28
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
河
西
体

育
セ
ン
タ
ー
（
〒
036
・
８
３
１
６
、

石
渡
１
丁
目
19
の
１
）
へ
。

※
は
が
き
１
枚
で
１
人
ま
で
と

し
、
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

で
決
定
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

河
西
体
育
セ

ン
タ
ー
（
☎
38
・
３
２
０
０
）

初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

▽
と　

き　

午
前
の
コ
ー
ス
＝
９

月
12
日
〜
10
月
24
日
の
毎
週
金
曜

日
、
午
前
10
時
〜
正
午
／
夜
の
コ

ー
ス
＝
９
月
９
日
〜
10
月
28
日
の

毎
週
火
曜
日
（
９
月
23
日
を
除

く
）、
午
後
７
時
〜
９
時

▽
と
こ
ろ　

運
動
公
園
（
豊
田
２

丁
目
）
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▽
内　

容　

硬
式
テ
ニ
ス
の
基
本

ス
ト
ロ
ー
ク
な
ど

▽
対　

象　

テ
ニ
ス
未
経
験
者
・

初
心
者
の
市
民
＝
各
10
人
（
学
生

を
除
く
）

▽
参
加
料　

無
料
（
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
に
加
入
を
）

▽
持
ち
物　

シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル

な
ど
（
ラ
ケ
ッ
ト
は
貸
し
出
し
ま

す
）

▽
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話

番
号
・
希
望
す
る
教
室
名
と
コ
ー

ス
を
記
入
し
、
８
月
26
日
ま
で
に

運
動
公
園
（
〒
036
・
８
１
０
１
、

豊
田
２
丁
目
３
）
へ
。

※
は
が
き
１
枚
で
１
人
ま
で
と

し
、
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で

決
定
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

運
動
公
園
野

球
場
事
務
室
（
☎
27
・
６
４
１
１
）

プ
ー
ル
で
体
力
づ
く
り
教
室

▽
と　

き　

９
月
18
日
〜
10
月
23

日
の
毎
週
木
曜
日
、
午
後
１
時
〜

２
時

▽
と
こ
ろ　

温
水
プ
ー
ル
石
川

（
小
金
崎
字
村
元
）

▽
内　

容　

水
中
で
の
リ
ズ
ム
体

操
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ

▽
対　

象　

市
民
＝
20
人

▽
参
加
料　

無
料
（
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
に
加
入
を
）

▽
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話

番
号
・
教
室
名
を
記
入
し
、
８
月

28
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
河
西
体

育
セ
ン
タ
ー
（
〒
036
・
８
３
１
６
、

石
渡
１
丁
目
19
の
１
）
へ
。

※
は
が
き
１
枚
で
１
人
ま
で
と

し
、
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で

決
定
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

河
西
体
育
セ

ン
タ
ー
（
☎
38
・
３
２
０
０
）

初
心
者
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と

体
操
教
室　
　
　
　
　
　

▽
と　

き　

９
月
19
日
〜
11
月
14

日
の
毎
週
金
曜
日
、
午
前
10
時
〜

11
時
半

▽
と
こ
ろ　

運
動
公
園
（
豊
田
２

丁
目
）
ほ
か

▽
内　

容　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
基

礎
、
簡
単
な
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

▽
対　

象　

市
民
＝
40
人

▽
参
加
料　

無
料
（
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
に
加
入
を
）

▽
持
ち
物　

敷
物
、
持
ち
運
び
で

き
る
飲
み
物
、
履
き
慣
れ
た
靴
、

動
き
や
す
い
服
装

▽
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話

番
号
・
教
室
名
を
記
入
し
、
８
月

28
日
ま
で
に
、
克
雪
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
（
〒
036
・
８
１
０
１
、

豊
田
２
丁
目
３
）
へ
。

※
は
が
き
１
枚
で
１
人
ま
で
と

し
、
応
募
多
数
の
場
合
は
、
初
め

て
の
人
と
１
回
の
み
参
加
し
た
こ

と
が
あ
る
人
を
優
先
の
上
、
抽
選

で
決
定
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

克
雪
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
☎
27
・
３
２

７
４
）

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン

技
能
講
習　
　
　
　
　

▽
と　

き　

９
月
23
日
〜
25
日

（
３
日
間
）

▽
と
こ
ろ　

学
科
＝
サ
ン
ラ
イ
フ

弘
前
（
豊
田
１
丁
目
）
／
実
技
＝

日
本
通
運
弘
前
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
新

里
字
中
平
岡
）

▽
対　

象　

①
申
請
時
に
求
職
中

で
、
雇
用
保
険
を
受
給
し
て
い
る

40
歳
以
上
の
人
（
雇
用
保
険
の
受

給
期
間
を
終
え
て
な
お
求
職
中
の

人
を
含
む
）　

②
出
稼
労
働
者
で

18
歳
以
上
の
人

▽
定　

員　

５
人

▽
受
講
料　

１
万
円
（
別
途
テ
キ

ス
ト
代
１
７
０
０
円
が
必
要
）

▽
申
込
受
付　

８
月
25
日
〜
９
月

５
日

※
申
し
込
み
に
は
、
印
鑑
、
写
真

（
縦
30
㍉
×
横
22
㍉
）
１
枚
、
雇

用
保
険
受
給
者
証
か
出
稼
労
働
者

手
帳
（
有
効
期
限
内
の
も
の
）、

自
動
車
運
転
免
許
証
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
代
理
人
に
よ

る
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

商
工

労
政
課
労
政
係
（
市
役
所
６
階
、

☎
内
線
２
５
４
）

あ
な
た
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

応
援
し
ま
す
！　
　
　
　
　

　

あ
お
も
り
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
習

支
援
協
議
会
で
は
、「
ホ
ッ
プ
ス

テ
ッ
プ
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
資
格

取
得
講
座
」
の
受
講
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
こ
の
講
座
は
、
医
療

事
務
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
・

パ
ソ
コ
ン
の
い
ず
れ
か
の
資
格
取

得
を
目
指
し
、
あ
な
た
の
就
職
活

動
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

【
就
職
基
礎
講
座
】

▽
と　

き　

10
月
１
日
（
水
）、

11
月
11
日
（
火
）

▽
と
こ
ろ　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

（
末
広
４
丁
目
）

【
資
格
取
得
講
座
】

▽
と　

き　

10
月
２
日
（
木
）
〜

11
月
10
日
（
月
）

▽
と
こ
ろ　

医
療
事
務
＝
ニ
チ
イ

学
館
弘
前
教
室
（
表
町
）
／
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
＝
ニ
チ
イ
学
館

弘
前
教
室
／
パ
ソ
コ
ン
＝
パ
ソ
コ

ン
ス
ク
ー
ル
Ｊ
Ｏ
Ｙ
（
駅
前
３
丁

目
）

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
対　

象　

現
在
、
求
職
中
ま
た

は
離
職
の
予
定
が
あ
り
、
講
座
の

全
日
程
を
受
講
し
、
か
つ
、
資
格

取
得
後
、
関
連
す
る
事
業
所
に
就

職
す
る
意
志
が
あ
る
、
お
お
む
ね

18
歳
〜
45
歳
の
人

▽
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
資

格
取
得
の
受
験
料
及
び
副
教
材
代

等
は
自
己
負
担
）

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

９
月

１
日
ま
で
に
、
事
務
局
（
青
森
県

総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
研
究
開

発
課
、
☎
青
森
017
・
739
・
１
２
７

０
）
へ
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
自
然　

ふ
れ
あ
い
宿
泊
体
験

　

学
校
へ
行
き
た
く
て
も
な
か
な

か
行
け
ず
に
、
困
難
を
感
じ
て
い

る
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、
自
然

の
中
で
の
ふ
れ
あ
い
体
験
活
動
を

通
し
て
再
登
校
の
支
援
を
行
い
ま

す
。

▽
日
程
と
内
容　

８
月
20
日
〜
21

日
（
１
泊
２
日
）
の
宿
泊
体
験

▽
と
こ
ろ　

梵
珠
少
年
自
然
の
家

（
五
所
川
原
市
神
山
）

▽
対　

象　

不
登
校
ま
た
は
そ
の

傾
向
に
あ
る
児
童
・
生
徒
（
小
学

校
５
年
生
〜
中
学
校
３
年
生
）

▽
定　

員　

20
人
程
度

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

学
校

適
応
指
導
教
室
（
末
広
４
丁
目
、

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
26
・

４
８
０
５
）

※
不
登
校
に
関
す
る
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。気
軽
に
連
絡
を
。

●弘前市役所

　　☎３５・１１１１

●岩木庁舎

　　☎８２・３１１１

●相馬庁舎

　　☎８４・２１１１

そ
の
他

　

こ
ど
も
の
森
で
は
、
毎
月
楽

し
い
催
し
を
企
画
し
て
い
ま

す
。皆
さ
ん
で
ぜ
ひ
お
い
で
を
。

【
催
し
】

◎
初
秋
の
山　

イ
ヌ
ワ
シ
の
道

登
山

▽
と　

き　

８
月
31
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
半
集
合

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

昼
食
、
替
え
の
下

着
・
靴
下

【
特
別
企
画
展
】

◎
バ
ッ
タ
展　

ト
ノ
サ
マ
バ
ッ

タ
や
フ
キ
バ
ッ
タ
、
秋
の
鳴
く

虫
を
飼
育
展
示
。

▽
と　

き　

９
月
７
日
〜
23
日

　

午
前
８
時
半
〜
午
後
４
時
半

▽
入
場
料　

無　

料

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
と
こ
ろ　

こ
ど
も
の
森
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー（
坂
元
字
山
元
、

久
渡
寺
地
内
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
の

森
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
（
☎

88
・
３
９
２
３
）
／
市
公
園
緑

地
協
会
（
☎
33
・
８
７
３
３
）

こ
ど
も
の
森

８･

９
月
の
行
事

質問に
お答えします

後期高齢者医療制度加入者の健康診査

国保特定健康診査（メタボ健診）

　今年６月から始まった、後期高齢者医療制度加
入者の健康診査や国保特定健康診査（メタボ健診）
について、市民の皆さんから多くの問い合わせが
ありましたので、その内容をお知らせします。受
診の際の参考にしてください。
※検査内容、受診場所、申込方法などは、広報ひろ
さき６月１日号に掲載しています。

後期高齢者医療制度加入者の健康診査について

▽受診券が送られてこないのですが。
　後期高齢者医療制度加入者の健康診査では、受
診券は送付していません。保険証のみで受診する
ことができます。受診の際は保険証を忘れずに持
参してください。
▽現在病院で生活習慣病の治療を受けています
が、受診できますか。

　血圧を下げる薬、インスリン注射または血糖を
下げる薬、コレステロールを下げる薬を服薬して
いる人は受診できません。
▽今年度中に 75 歳になりますが、健診はどのよ
うになりますか。

　今年度 75 歳になる人は、誕生日を迎えてから
後期高齢者医療制度加入者の健康診査を受診する
ことができます。
▽問い合わせ先　国保年金課高齢医療係（市役所
１階、☎内線 208･493）

国保特定健康診査（メタボ健診）について

▽受診券を持参しないと受診できないのですか。
　受診券は特定健診の受診対象者であることを示
す大切な書類です。受診の際は、保険証と受診券
を必ず持参してください。
▽受診券を紛失しました。再交付できますか。
　再交付しますので、国保年金課へ連絡してくだ
さい。
▽４月２日以降に国保に加入したのですが、特定
健診を受診できますか。

　特定健診は４月１日現在で国保に加入していた
人が対象となりますので、４月２日以降に国保に
加入した人は、受診対象外となります。
▽国保以外の医療保険に加入している人はどこで
受診できますか。

　それぞれが加入している医療保険者や勤務先に
問い合わせてください。
▽問い合わせ先　国保年金課国保運営係（市役所
１階、☎内線 206）

お知らせ

17 …　広報ひろさき　平成２０年８月１５日号
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お知らせ

不
動
産
の
公
売

　

市
で
は
、
市
税
等
の
滞
納
処
分

と
し
て
差
し
押
さ
え
た
不
動
産
の

公
売
を
行
い
ま
す
。

▽
と　

き　

８
月
26
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

※
当
日
は
午
前
９
時
半
か
ら
受
け

付
け
し
、
入
札
に
つ
い
て
の
説
明

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▽
と
こ
ろ　

市
役
所（
上
白
銀
町
）

４
階
第
２
会
議
室

▽
そ
の
他　

公
売
対
象
不
動
産
に

つ
い
て
は
、
市
役
所
東
側
の
掲
示

場
で
公
告
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

収
納
課
整
理

係
（
市
役
所
２
階
、
窓
口
204
、
☎

内
線
２
３
７
・
３
９
４
）

文
化
グ
ル
ー
プ
会
員
募
集

　

中
央
公
民
館
（
下
白
銀
町
、
弘

前
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）
で
活
動
し

て
い
る
文
化
グ
ル
ー
プ
「
ロ
シ
ア

語
講
座
弘
前
」
で
は
、
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▽
活
動
日　

毎
月
３
回（
土
曜
日
）

▽
内　

容　

ロ
シ
ア
人
が
教
え
る

入
門
編（
午
後
１
時
〜
２
時
15
分
）

／
ロ
シ
ア
人
が
教
え
る
初
級
編

（
午
後
２
時
半
〜
３
時
45
分
）
／

ロ
シ
ア
人
が
教
え
る
中
級
編
（
午

後
４
時
〜
５
時
15
分
）

▽
定　

員　

市
民
＝
10
人

▽
会　

費　

月
額
３
０
０
０
円

※
月
１
回
の
会
話
コ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
（
実
費
）。

▽
申
込
先　

９
月
５
日
ま
で
に
中

央
公
民
館（
☎
33
・
６
５
６
１
）へ
。

弘
前
霊
園
使
用
者
募
集

　

弘
前
霊
園
（
小
沢
字
井
沢
、
墓

地
公
園
内
）
の
墓
地
区
画
増
設
に

当
た
り
、
多
数
の
希
望
者
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
９
月
下
旬
に

市
役
所
で
抽
選
会
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。

　

抽
選
会
に
参
加
す
る
た
め
に

は
、
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
９

月
16
日
ご
ろ
に
抽
選
会
の
案
内
状

を
送
付
し
ま
す
が
、
９
月
22
日
ま

で
に
届
か
な
い
場
合
は
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

※
区
画
増
設
工
事
は
、
ほ
ぼ
完
了

し
て
い
ま
す
。
現
在
で
も
見
学
は

で
き
ま
す
の
で
、
墓
地
公
園
管
理

事
務
所
（
午
前
８
時
半
〜
午
後
５

時
15
分
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
も

可
）
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▽
対　

象　

弘
前
市
に
住
所
ま
た

は
本
籍
を
有
す
る
人
（
市
外
在
住

の
人
は
、
弘
前
市
に
住
民
登
録
し

て
い
る
人
を
代
理
人
に
選
定
す
る

こ
と
が
必
要
）

●弘前市役所

　　☎３５・１１１１

●岩木庁舎

　　☎８２・３１１１

●相馬庁舎

　　☎８４・２１１１

▽
募
集
区
画　

西
５
区
Ｂ
の
２
１

０
区
画
（
１
区
画
＝
４
平
方
㍍
）

▽
永
代
使
用
料　

28
万
円

▽
年
間
管
理
手
数
料　

２
４
１
０

円▽
申
込
方
法　

９
月
10
日
ま
で

に
、直
接
、環
境
保
全
課
窓
口
（
市

役
所
２
階
、
窓
口
255
）
で
申
し
込

む
か
、
は
が
き
に
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
区
画
希

望
数
を
記
入
し
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
（
当
日
消
印
有
効
）。

※
電
話
や
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で

の
申
し
込
み
は
受
け
付
け
し
ま
せ

ん
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

環
境

保
全
課
環
境
保
全
係
（
〒
036
・
８

５
５
１
、
上
白
銀
町
１
の
１
、
☎

内
線
２
１
５
）

浄
化
槽
を　
　
　
　
　

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を

利
用
し
て
汚
水
を
浄
化
す
る
も
の

で
、
適
正
な
維
持
管
理
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
、
法
律
で
次
の
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
定
期
的
な
保
守
点
検

②
年
１
回
の
清
掃

③
法
定
検
査
の
受
検
（
使
用
開
始

時
と
年
１
回
）

　

法
定
検
査
は
、
浄
化
槽
が
適
正

に
維
持
管
理
さ
れ
、
本
来
の
浄
化

機
能
が
十
分
発
揮
さ
れ
て
い
る
か

を
判
定
す
る
も
の
で
、
青
森
県
浄

化
槽
検
査
セ
ン
タ
ー
（
青
森
市
矢

田
前
、
☎
青
森
017
・
726
・
９
５
０

０
）
が
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
浄
化
槽
の
使
用
開
始
時

や
使
用
者
が
変
更
に
な
っ
た
と
き

な
ど
は
、
県
知
事
へ
の
報
告
な
ど

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
報
告
提
出
先　

弘
前
環
境
管
理
事
務
所
（
弘
前
合

同
庁
舎
２
階
、
☎
31
・
１
９
０
０
）

国
税
に
関
す
る
税
務
相
談

　

弘
前
税
務
署
で
は
、
国
税
に
つ

い
て
、「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」

を
設
け
て
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
弘
前
税
務
署
に
電
話
を
掛

け
る
と
、
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流

れ
ま
す
の
で
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

面
接
に
よ
る
相
談
を
希
望
す
る

場
合
は
、
事
前
に
税
務
署
へ
相
談

日
時
の
予
約
が
必
要
で
す
。
相
談

の
際
は
、
関
係
書
類
を
持
参
し
て

税
務
署
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
番
号　

☎

32
・
０
３
３
１

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
税
務
署

（
本
町
、
☎
32
・
０
３
３
１
）

※
税
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
き

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp/

）
も
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　８月 24 日（日）のファッション甲子園最終審査会の開催に併
せて、市内各所で数々のイベントが開催されます。併催イベン
トの入場料は無料です。多数の来場・参加をお待ちしています。

第８回  全国高等学校

ファッション甲子園
（ファッションデザイン選手権大会）

月 24 日（日）のファッション甲子園最終審査会の開催に併

併  催  イ  ベ  ン  ト

ファッション甲子園ＰＲ展示

▽と　き　８月１日～ 24 日
▽ところ　さくら野弘前店（城東北３丁目）、ジョッ
パル（駅前町）、上土手スクエア（土手町）、まちな
か情報センター（土手町）
▽内　容　ファッション甲子園最終審査会に出場す
るチームのデザイン画を展示します。

ファッション甲子園協賛チャリティー

▽と　き　８月23日、午前10時～午後５時／24日、
午前 10 時～正午
▽ところ　市民会館管理棟（下白銀町）
▽内　容　募金していただいた人にハギレ（表生地・
裏地）、付属品（ボタン・ミシン糸など）を差し上
げます。

コンピューターデザインシステム展示会

▽と　き　８月23日、午前10時～午後５時／24日、
午前 10 時～午後４時
▽ところ　市民会館管理棟（下白銀町）
▽内　容　アパレル関連のコンピューターの展示・
デモンストレーションのほか、洋服の型紙を作る機
械（ＣＡＤ）が勢ぞろいします。

ファッション甲子園 2008 デザイン画展示

▽と　き　９月 20 日～ 30 日
▽ところ　イトーヨーカドー弘前店地下通路（駅前
３丁目）
▽内　容　第８回全国高等学校ファッションデザイ
ン選手権大会に応募した県内校のデザイン画展示や
入選作品デザイン画などを展示

ファッションセミナー

▽と　き　10 月 23 日、午後５時半～７時半
▽ところ　弘前商工会議所　（上鞘師町）301 会議室
▽内　容　ファッションといえば色！カラーコーディ
ネートの基礎を知ることができます。
▽定　員　84 人
※定員になりしだい締め切ります。ファッション甲
子園実行委員会事務局へ電話で申し込みを。
▽入場料　無　料

■ファッション甲子園最終審査会（８月 24 日
の午後１時～３時、市民会館で開催）の入場

券は、下記の場所で販売しています（入場料

500 円）。
日弘楽器（土手町）／Ｄｏスタンプ事務局（土

手町、ルネスアベニュー１階）／まちなか情

報センター（土手町）／上土手スクエア（土

手町）／メディアイン城東店（和泉１丁目）、

さくら野弘前店（城東北３丁目）／市立観光

館インフォメーション（下白銀町）／弘前商

工会議所事務局（上鞘師町）

※詳しくは、ファッション甲子園ホームペー

ジ（http://www.f-koshien.com/）をご覧ください。

■問い合わせ先　ファッション甲子園実行

委員会事務局（弘前商工会議所内、☎ 33・
4111、Ｅメール f-koshien@hcci.or.jp）

アパレルセミナー

【縫製工場管理者セミナー】
▽と　き　８月 23 日、午後１時半～３時半
▽ところ　市民会館管理棟（下白銀町）
▽内　容　講話「生産管理の基礎と考え方について」
…講師・石橋慎一さん（ＪＵＫＩ縫製研究所所長）
【不織布芯地の進化及びテープ等の使用事例】
▽と　き　８月 23 日、午後４時～５時
▽ところ　市民会館管理棟（下白銀町）
▽内　容　高橋かおるさん（バイリーンクリエイト
アパレル開発センターチーフテクニカルアドバイ
ザー）による、実践も織り交ぜた講話。
※一般の人でも視聴可能な内容です。

19 …　広報ひろさき　平成２０年８月１５日号
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体験！ボランティア

参加
しま
せん
か

　ボランティアに興味がある人や始めてみたい人などを対象に、一日体験ボランティアを開催

します。皆さんもボランティアに触れてみませんか。（①～③の中から選択。複数選択可）

①知的障がいのある人とフットサルを楽しもう

（提供＝スペシャルオリンピックス日本・青森）

▽と　き　９月６日（土）、午後０時半～３時半

▽ところ　屋内フットサルコート「ＦＵＴＳＡＬ　

ＰＯＩＮＴ　ＳＡＬＵ弘前」（高田４丁目）

▽定　員　20人（先着順）
②「キッズスポーツひろばｗｉｔｈ」に参加して、

子どもたちと一緒に体を動かして楽しもう（提供

＝スポネット弘前）

▽と　き　９月 20 日（土）、午前９時 45 分～午
後０時半

▽ところ　南富田町体育センター（南富田町）

▽定　員　10人（先着順）

③テーマ「知ろう　活かそう　車いす」／車いすに

ついてのお話と操作体験（講師＝吹田愼一郎さん）

▽と　き　９月 27日（土）、午後３時～４時半
▽ところ　身体障害者福祉センター（八幡町１丁目）

▽定　員　10人（先着順）
　　　　　　　～共通事項～

▽参加料　無　料

▽持ち物　運動ができる服装

▽申込期限　各実施日の５日前

▽問い合わせ・申込先　水～土曜日＝ボランティ

ア支援センター（☎ 38・5595、日・月曜日は休館）
／火曜日＝学習情報館（末広４丁目、総合学習セ

ンター内、☎ 26・4800）へ。

体験！ボランティア

ラジオでも市のお知らせを放送中！
周波数は 78.8MHz  ＦＭアップルウェーブ

■市政みみより情報

　毎週月～金曜日、午前 7時半ごろ、午後５時 15分ごろ

■行政なんでも情報

　毎週月～金曜日、午前 11時半ごろ

※災害・緊急時もご利用を。随時情報を提供しています。

人の
  動き

・人　口　　　 （前月比）
　　 184,574 人 (-156)
　男 84,174 人 (- 68)
　女 100,400 人 (+ 12)
・世帯数
　　　70,252 世帯 (+ 1)
平成20年7月1日現在（推計）

高齢者夜間交通安全体験教室高齢者夜間交通安全体験教室

▽と　き　第１回＝９月 22 日（月）／第２回＝
９月 29日（月）
※いずれも時間は、午後４時～７時 40分。
▽ところ　弘前モータースクール（和泉１丁目）

▽内　容

●歩行者コース　交通安全講話／歩行実験（飛び

出し、巻き込み、斜め横断など）／屋外実験（ラ

イトの届く距離、色による視認性、反射材の効果、

蒸発現象など）

●運転者コース　危険予測シミュレーション／運
転実技／屋外実験（ライトの届く距離、色による

視認性、反射材の効果、蒸発現象など）

▽対　象　65歳以上の市民
▽定　員　各回 40 人（歩行者コース 30 人、運
転者コース 10人程度）
▽参加料　無　料

▽その他　参加者には夕食、修了証、記念品を準

備

▽申込締め切り日　第１回＝９月 11 日（木）／
第２回＝９月 18日（木）
▽問い合わせ・申込先　市民生活課安全安心対策

担当（☎内線 214）

　昨年、市内では13人が交通事故で亡くなっています。そのうち８人が65歳以上となっており、
高齢者の交通事故死は依然として多い状況にあります。そこで市では、高齢者の交通事故を防止

するため、参加体験型の夜間交通安全体験教室を開催します。皆さんも参加してみませんか。

弘
前
市
は
毎
月
５
日
を
「
り
ん
ご
を
食
べ
る
日
」
と
条
例
で
定
め
ま
し
た
。
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